
中
国
文
学
報　

第
九
十
册

─ 128─

　

本
書
評
の
対
象
は
、
平
田
昌
司
著
『
文
化
制
度
と
漢
語
史
』（
原

題
『
文
化
制
度
和
漢
語
史
』）
で
あ
る
。
著
者
は
、
京
都
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
教
授
で
、
長
年
、
中
国
語
学
を
専
門
と
し
て
研
究
さ
れ

て
き
た
。
本
書
は
、
長
期
に
わ
た
る
科
挙
制
度
と
漢
語
史
の
関
係
に

つ
い
て
論
じ
た
論
考
を
集
成
し
た
も
の
で
、
古
代
か
ら
近
現
代
に
至

る
通
史
と
な
っ
て
い
る
。

　

言
語
学
研
究
に
お
い
て
は
、
言
語
資
料
に
無
意
識
の
レ
ベ
ル
で
反

映
さ
れ
た
素
材
を
抽
出
し
、
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

本
書
は
む
し
ろ
資
料
の
意
識
さ
れ
た
レ
ベ
ル
を
対
象
と
し
、
考
察
を

加
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
方
法
と
し
て
は
、
言
語

に
対
す
る
社
会
史
的
研
究
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
専
門
分

野
、
そ
し
て
書
名
か
ら
は
、
中
国
語
学
の
専
門
家
に
向
け
て
の
著
書

と
な
る
が
、
実
は
そ
の
内
容
は
中
国
の
文
化
史
全
体
に
関
連
す
る
も

の
で
あ
り
、
評
者
と
し
て
は
中
国
文
学
研
究
者
の
ぜ
ひ
参
照
す
べ
き

内
容
と
考
え
て
い
る
。
中
国
文
学
を
専
門
と
す
る
評
者
が
あ
え
て
書

評
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

後
記
に
よ
れ
は
、
本
書
は
二
つ
の
起
源
を
も
つ
。
一
つ
は
、
七
十

年
代
の
入
矢
義
高
に
よ
る
漢
語
音
韻
学
の
無
味
乾
燥
さ
と
人
間
性
欠

如
へ
の
痛
罵
を
受
け
て
、
著
者
が
中
国
思
想
史
と
漢
語
音
韻
学
の
結

合
を
試
み
た
点
で
あ
る
。
こ
の
方
向
は
う
ま
く
い
か
ず
、
著
者
は
制

度
史
、
文
学
史
と
の
結
合
へ
と
向
か
い
成
果
を
あ
げ
る
。
い
ま
ひ
と

つ
は
、
橋
本
万
太
郎
『
言
語
類
型
地
理
論
』（
一
九
七
八
年
）
に
よ
る

触
発
で
あ
る
。
橋
本
著
は
、
古
代
漢
語
か
ら
現
代
漢
語
へ
の
変
化
を

「
縦
」
の
変
化
と
し
、
南
方
方
言
と
北
方
方
言
の
地
域
差
を
「
横
」

の
変
化
と
し
、
漢
語
方
言
の
「
横
」
の
多
様
性
を
用
い
て
、
漢
語
史

の
「
縦
」
の
変
化
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、

著
者
は
、
科
挙
と
音
韻
学
、
詩
律
規
範
と
し
て
の
音
韻
史
、
清
代
の

書　
　

評

平
田
昌
司
著

『
文
化
制
度
和
漢
語
史
』

高　

 

津　
　
　

 

孝

鹿
児
島
大
学



─ 129─

書　
　
　

評

言
語
問
題
、
国
民
国
家
に
お
け
る
国
語
の
問
題
へ
と
探
究
を
進
め
て

い
っ
た
。
本
書
は
こ
の
二
つ
の
出
発
点
を
も
つ
研
究
成
果
を
総
合
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
原
文
の
中
国
語
を
評
者
が

日
本
語
に
し
た
も
の
で
、
著
者
の
意
図
を
外
れ
る
も
の
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。

前
言

第
一
章　

韻
書
を
読
む

　

第
一
節　
「
中
国
、
中
華
」
観
念
を
支
え
る
言
語
制
度

　

第
二
節　

韻
書
研
究
と
言
語
の
制
度
史

第
二
章　
『
切
韻
』
と
唐
代
功
令

　

第
一
節　

韻
書
を
生
み
出
す
技
術
と
文
化
的
背
景

　

第
二
節　

陸
法
言
『
切
韻
』

　

第
三
節　

唐
代
功
令
考

　

第
四
節　

科
挙
の
韻
学
に
対
す
る
影
響

　

第
五
節　

唐
代
口
語
の
正
音
標
準
と
『
切
韻
』
の
地
位

　

附
錄
一　

隋
唐
五
代
韻
学
年
表

第
三
章　
『
広
韻
』
と
『
集
韻
』

　

第
一
節　
『
広
韻
』
と
景
德
年
間
の
科
挙
改
革

　

第
二
節　
『
集
韻
』
と
古
文
の
復
興

　

第
三
節　
『
広
韻
』
の
南
宋
に
お
け
る
復
興

　

結
語

第
四
章　

唐
宋
の
科
挙
制
度
変
化
の
方
言
的
背
景

　

第
一
節　

李
涪
『
刊
誤
』
と
乾
符
三
年
の
進
士
試

　

第
二
節　

‌�

北
方
方
言
に
お
け
る
入
声
韻
尾
の
弱
化
と
五
代
北
宋
の

進
士
試

　

第
三
節　

進
士
科
の
功
令
と
方
言
の
分
歧

　

第
四
節　

駢
文
か
ら
古
文
へ

　

結
語

第
五
章　
「
韻
略
」
の
変
質

　

第
一
節　

宋
代
「
韻
略
」
と
進
士
科
の
詩
賦
試

　

第
二
節　

‌�

毛
晃
、
毛
居
正
『
增
修
互
注
礼
部
韻
略
』
─
─
宋
代
道

学
の
韻
書

　

第
三
節　

附
釋
音
本
の
流
行
と
『
押
韻
釈
疑
』

　

結
語

第
六
章　
「
中
原
雅
音
」
と
宋
元
明
の
江
南
儒
学
─
─
「
土
中
」
観
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念
、
文
化
正
統
意
識
の
中
国
正
音
理
論
に
対
す
る
影
響

　

第
一
節　
「
中
原
雅
音
」
の
思
想
的
背
景

　

第
二
節　
「
中
原
雅
音
」
と
宋
元
明
の
江
南
道
統

　

第
三
節　

所
謂
「
中
原
雅
音
」
の
性
質

第
七
章　

‌�

音
は
八
代
の
衰
を
起
こ
す
─
─
復
古
詩
論
と
元
明
清
の
古

音
学

　

第
一
節　

宋
代
詩
学
中
の
古
詩
用
韻
問
題

　

第
二
節　

朱
熹
「
叶
音
」
說
及
び
そ
の
影
響

　

第
三
節　

元
代
科
挙
と
「
古
韻
」
の
制
度
化

　

第
四
節　

明
代
の
復
古
詩
論
と
古
音
学

　

第
五
節　

詩
学
と
韻
学
の
乖
離
─
─
清
代
古
音
学
の
質
的
変
化

第
八
章　

胡
藍
党
案
、
靖
難
の
変
と
『
洪
武
正
韻
』

　

第
一
節　

元
代
韻
書
の
南
北
差
異

　

第
二
節　

誰
も
読
ま
な
い
韻
書

　

第
三
節　
『
洪
武
正
韻
』
七
十
六
韻
本
、
八
十
韻
本
の
興
廃

　

第
四
節　

元
明
の
浙
学
と
『
洪
武
正
韻
』
の
編
纂

　

第
五
節　

胡
藍
党
案
と
『
洪
武
正
韻
』

　

第
六
節　

金
華
の
宋
氏
の
建
文
年
間
に
お
け
る
復
活

　

第
七
節　

靖
難
の
変
、
解
縉
の
獄
と
『
永
樂
大
典
』

　

第
八
節　

応
制
と
正
字
─
─
『
洪
武
正
韻
』
の
用
途

　

第
九
節　

‌�

明
朝
遺
民
と
四
庫
館
臣
の
『
洪
武
正
韻
』
に
対
す
る
態

度

　

附
錄
二　

‌�

陳
天
祥
『
四
書
辨
疑
』
に
引
用
さ
れ
た
元
代
初
期
の
南

北
韻
書
の
異
文
に
つ
い
て
の
考
察

　

附
錄
三　

‌�『
洪
武
正
韻
』
同
一
小
韻
の
「
重
出
切
語
」
に
関
す
る

試
論

　

附
錄
四　

明
太
祖
詩
韻
譜

第
九
章　

韻
は
「
華
夷
」
の
区
別
を
厳
格
化
し
た

　

第
一
節　

胡
虜
王
制
と
華
夏
文
物

　

第
二
節　

康
熙
十
八
年
の
博
学
鴻
詞
試
と
韻
書
の
編
纂

　

第
三
節　

御
定
『
音
韻
闡
微
』

　

第
四
節　
「
似
曾
相
識
燕
歸
來
」

第
十
章　

清
代
鴻
臚
寺
正
音
考

　

引
言　
　

明
清
期
の
漢
語
共
同
語
に
関
す
る
討
論

　

第
一
節　

清
朝
宗
室
、
旗
人
の
漢
語

　

第
二
節　

鴻
臚
寺
の
正
音
─
─
朝
会
唱
賛
と
直
隸
音
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書　
　
　

評

　

第
三
節　

北
音
強
勢
化
の
原
因

　

結
語

第
十
一
章　

清
代
官
話
の
制
度
化
歷
程

　

第
一
節　
「
改
土
帰
流
」
と
官
話

　

第
二
節　

地
方
官
僚
と
官
話

　

第
三
節　

方
言
の
官
話
に
対
す
る
抵
抗
─
─
閩
粵
の
正
音
書
院

　

第
四
節　

官
話
語
彙
、
文
体
の
規
範
化
─
─
『
聖
諭
廣
訓
直
解
』

　

第
五
節　

官
話
の
言
語
資
本
と
し
て
の
局
限
性

第
十
二
章　

光
緒
二
十
四
年
の
古
文

　

第
一
節　

端
午
の
上
諭

　

第
二
節　
『
馬
氏
文
通
』
と
古
文

　

第
三
節　

嚴
復
の
翻
訳
に
お
け
る
古
文

　

第
四
節　

光
緒
二
十
七
年
以
後
の
古
文

　

附
錄
五　

助
字
、
篇
章
、「
時
文
」

第
十
三
章　

‌�

目
の
文
学
革
命
、
耳
の
文
学
革
命
─
─
二
十
世
紀
二
十

年
代
中
国
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
と
「
国
語
」
の
実
験

　

第
一
節　

一
九
一
七
年
に
始
ま
る
─
─
目
の
文
学
革
命

　

第
二
節　
「
国
語
」
前
史
簡
論

　

第
三
節　

一
九
二
六
年
前
後
─
─
耳
の
文
学
革
命

　

第
四
節　

趙
元
任
と
「
耳
」
の
国
語

　

第
五
節　

国
語
、
抗
日
戦
争
、「
文
化
大
革
命
」

終
章　
「
回
望
中
原
夕
靄
時
」
─
─
開
封
陥
落
後
の
「
雅
音
」
想
像

　

第
一
節　

南
宋
の
音
韻
学
と
「
中
国
」
意
識

　

第
二
節　

韻
書
の
理
学
化
─
─
「
中
原
雅
音
」
の
産
出

　

第
三
節　
「
ポ
ス
ト
中
原
雅
音
」
時
代
の
汴
洛
音

参
考
書
目

後
記

　

前
言
は
、
本
書
全
体
の
大
き
な
枠
組
み
を
説
明
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
著
者
は
、
ま
ず
漢
語
の
特
徴
に
つ
い
て
、
橋
本
万
太
郎
の

指
摘
す
る
五
つ
の
特
徴
（
一
）
単
音
節
言
語
、（
二
）
語
彙
内
部
に

形
態
変
化
の
な
い
孤
立
語
、（
三
）
語
彙
の
語
法
機
能
は
完
全
に
語

順
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
、（
四
）
声
調
言
語
、（
五
）
名
詞
、
量
詞
に

は
固
定
的
組
み
合
わ
せ
関
係
が
あ
る
、
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
タ
イ
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
か
ら
、
漢
語
の
固
有
性
の
指
標

と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
著
者
が
あ
げ
る
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漢
語
の
突
出
し
た
特
徴
は
、
漢
字
で
書
写
す
る
原
則
が
堅
持
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
東
周
時
代
に
遡
り
、
春
秋
戦
国
時
代

の
中
原
地
帯
に
は
規
範
的
な
文
学
言
語
が
確
立
し
て
お
り
、「
中

華
」
は
そ
れ
に
基
づ
く
、
方
言
、
民
族
を
超
え
た
共
同
体
で
あ
っ
た

と
す
る
。
こ
れ
は
漢
語
を
形
態
論
、
音
韻
論
、
統
語
論
の
立
場
か
ら

定
義
す
る
も
の
で
は
な
く
、
規
範
意
識
に
着
目
し
、
社
会
言
語
学
的

に
定
義
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
秦
漢
古
代
帝
国
が
成

立
し
、
中
華
は
飛
躍
的
に
そ
の
領
域
を
広
げ
る
。
こ
れ
が
第
一
段
階

で
あ
る
。
第
二
段
階
は
、
後
漢
に
お
け
る
仏
教
の
伝
来
が
契
機
と
な

る
。
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
中
華
世
界
は
異
な
る
言
語
の
存
在
を
認
識

し
、
仏
典
翻
訳
の
過
程
で
、
梵
文
文
学
に
お
け
る
音
節
の
長
短
に
基

づ
く
リ
ズ
ム
論
、
音
楽
的
文
体
と
そ
の
社
会
的
地
位
の
高
さ
を
知
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
対
応
す
る
も
の
の
存
在
し
な
い
中
華
世
界

に
と
っ
て
衝
撃
で
あ
り
、
中
華
世
界
で
は
自
ら
の
言
語
へ
の
内
省
的

考
察
が
始
ま
り
、
四
声
の
発
見
、
詩
律
の
形
成
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ

た
。
詩
律
の
形
成
は
詩
歌
の
標
準
化
の
過
程
で
あ
り
、
理
想
的
、
標

準
的
で
均
一
な
詩
歌
の
規
範
が
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
。
同
時
に
、
正

音
規
範
と
し
て
の
韻
書
、
す
な
わ
ち
隋
・
陸
法
言
等
『
切
韻
』
が
成

立
す
る
。
詩
律
と
『
切
韻
』
系
韻
書
は
、
官
吏
登
用
制
度
の
科
挙
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
一
三
〇
〇
年
間
、
科
挙
制
度
を
支
え
る

も
の
と
し
て
機
能
す
る
。
語
音
の
変
化
、
方
言
の
差
異
、
古
典
テ
キ

ス
ト
の
流
動
性
は
、
単
一
の
言
語
規
範
と
衝
突
し
、
科
挙
受
験
生
は

困
惑
し
、
負
担
を
感
じ
る
が
、
一
九
〇
一
年
（
光
緒
二
七
）
の
詔
勅

に
よ
っ
て
、
科
挙
に
お
け
る
八
股
文
、
試
帖
詩
、
韻
書
が
廃
止
さ
れ
、

官
方
言
語
の
権
威
が
喪
失
す
る
ま
で
、
こ
の
状
態
は
続
い
た
。
そ
の

後
、
第
三
段
階
と
し
て
、
民
国
時
代
に
お
い
て
は
、
国
家
の
法
定
言

語
と
し
て
の
国
音
、
国
語
、
普
通
話
の
形
成
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な

る
。

　

第
一
章
は
、
ま
ず
第
一
節
に
お
い
て
、「
中
国
」「
中
華
」
の
範
囲

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
三
国
晋
宋
期
に
お
い
て
は
華
北
が
中
華
で

あ
り
、
長
江
以
南
、
蜀
漢
は
中
華
の
外
で
あ
っ
た
。
唐
代
、
西
域
が

版
図
に
入
る
と
、「
九
州
」
の
枠
を
超
え
た
範
囲
が
「
中
華
」
の
対

象
と
な
っ
て
く
る
。
北
朝
に
お
け
る
異
民
族
支
配
、
仏
教
伝
来
、
華

夷
の
並
存
、
安
史
の
乱
に
お
け
る
異
民
族
の
横
行
な
ど
を
受
け
て
、

中
華
と
は
何
か
と
い
う
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
問
題
が
出
現
し
、
中

唐
・
韓
愈
は
「
原
道
」
に
お
い
て
、
土
地
で
は
な
く
、
民
族
で
も
な
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く
、
礼
こ
そ
を
中
華
の
基
盤
に
据
え
る
。
以
降
の
中
国
王
朝
は
、
非

物
質
文
化
の
家
族
観
念
、
漢
字
・
漢
文
・
漢
語
に
よ
っ
て
純
潔
性
を

維
持
し
、
科
挙
と
い
う
濾
過
装
置
に
よ
っ
て
王
朝
構
成
員
の
官
僚
を

選
抜
す
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
第
二
節
は
、
文
化

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤
と
し
て
の
「
標
準
漢
語
」
観
念
の
形

成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
中
国
は
、
そ
の
内
側
に
多
言
語
、
多
方
言
を

包
摂
す
る
こ
と
か
ら
、
書
面
語
規
範
の
高
度
な
統
一
性
と
そ
の
制
度

化
を
必
要
と
し
た
。
制
度
化
と
は
、
字
体
、
字
音
、
語
彙
、
語
法
、

文
体
の
規
範
化
を
含
む
科
挙
制
度
に
他
な
ら
な
い
。
字
体
に
つ
い
て

は
、
歴
代
、
俗
字
、
地
方
性
漢
字
が
常
に
問
題
に
な
っ
た
が
、
唐
代

に
楷
書
の
俗
、
通
、
正
三
体
の
区
分
を
行
っ
た
顔
元
孫
『
干
禄
字

書
』
が
著
さ
れ
る
。
字
音
に
つ
い
て
は
、
科
挙
の
進
士
科
に
律
詩
、

律
賦
が
課
さ
れ
た
た
め
、
多
様
な
方
言
の
存
在
に
よ
る
声
韻
、
声
調

の
差
異
が
問
題
と
な
り
、
統
一
的
韻
書
の
編
纂
が
求
め
ら
れ
た
。
こ

れ
に
対
応
し
た
の
が
、
隋
・
陸
法
言
等
『
切
韻
』（
六
〇
一
年
）
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
隋
代
の
五
言
詩
、
律
体
辞
賦
の
押
韻
規
範
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。
八
世
紀
に
な
り
、
語
音
規
範
の
中
心
地
域
が
金

陵
・
洛
陽
か
ら
関
中
に
移
動
し
、『
切
韻
』
音
系
と
う
ま
く
一
致
し

な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
人
は
科
挙
の
詩
賦
で
「
落
韻
」
し
や

す
く
な
り
、『
切
韻
』
の
権
威
性
に
疑
問
が
生
じ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
唐
・
五
代
・
宋
と
官
韻
の
地
位
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
北
宋
・

大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
糊
名
法
が
施
行
さ
れ
、
情
実
を
取
り

除
い
て
、
試
験
答
案
の
み
で
人
材
の
選
抜
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
官
韻
の
重
要
性
は
、「
刑
律
」
に
等
し
く
な
っ
た
。

　

第
二
章
は
、『
切
韻
』
の
問
題
を
詳
述
し
た
章
で
あ
る
。
第
一
節

は
、
ま
ず
、
造
紙
技
術
の
発
明
と
展
開
が
、
知
識
の
伝
播
様
式
を
、

師
弟
相
伝
の
説
聴
方
式
か
ら
個
人
を
単
位
と
し
た
写
読
方
式
に
変
化

さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
難
字
、
破
読
字
の
読
み
の
問
題
が
生
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
反
切
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
次

に
、
韻
書
が
五
言
詩
律
の
規
範
と
し
て
の
作
用
を
持
ち
、
詩
歌
声
律

論
と
相
補
的
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
韻
書
が
南
北
朝
士
族
社
会
に
必

須
の
教
養
で
あ
る
避
諱
を
知
る
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ

と
、
排
除
の
機
能
を
も
つ
貴
族
階
層
の
発
音
規
範
「
正
音
」
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。
さ
ら
に
、
標
準
韻
系
に
基

づ
く
四
声
八
病
説
の
遵
守
が
、
梁
陳
以
降
の
詩
歌
の
規
範
と
な
り
、

隋
代
以
降
は
出
世
の
糸
口
と
な
っ
た
た
め
、
現
実
の
大
き
な
方
言
差
、
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時
代
の
変
化
に
よ
る
押
韻
規
範
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
声
律
論
と

合
致
し
た
韻
書
の
必
要
性
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
第
二
節
で

は
、『
切
韻
』
音
系
に
つ
い
て
、
周
祖
謨
の
説
を
引
き
、
単
純
に
あ

る
一
地
方
の
方
言
音
を
標
準
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
南
方
士
大
夫

が
受
け
継
い
だ
雅
音
、
書
音
に
基
づ
き
、
南
北
の
異
同
を
折
衷
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
六
朝
末
年
、
五
言
詩
韻
に
は
南

北
公
認
の
規
範
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、『
切
韻
』
は
五
家
韻
書

を
利
用
し
て
規
範
を
作
っ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
折
衷
的
な

『
切
韻
』
は
北
人
に
は
不
利
な
用
韻
法
で
あ
り
、
隋
代
、
唐
初
で
は

公
認
の
地
位
を
得
ら
れ
ず
、
実
際
上
、
官
韻
と
な
る
の
は
、
唐
初
、

許
敬
宗
ら
の
「
独
用
、
同
用
」
規
定
以
降
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
節

は
、『
切
韻
』
の
韻
分
け
が
細
か
す
ぎ
て
作
詩
に
不
便
な
こ
と
か
ら
、

唐
初
、
許
敬
宗
ら
が
韻
部
の
合
併
「
独
用
、
同
用
」
を
上
奏
し
た
こ

と
、
そ
れ
が
初
唐
四
傑
の
用
韻
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
、
著
者
に
よ
る
唐
代
試
巻
の
用
韻
の
網
羅
的
調
査
お
よ
び
周
祖

謨
の
整
理
し
た
斉
梁
陳
隋
の
分
韻
か
ら
、
隋
唐
以
来
、
北
方
で
発
生

し
た
語
音
変
化
を
唐
代
功
令
は
受
け
入
れ
て
い
る
点
、
許
敬
宗
（
父

は
杭
州
人
）
の
決
定
は
か
な
り
忠
実
に
斉
梁
以
来
の
江
東
用
韻
に
沿

っ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
後
者
は
、
唐
初
、
南
人
が
礼
部
を
掌
握

し
、
自
分
達
に
有
利
な
韻
部
「
同
用
」
規
則
を
採
用
し
た
と
推
定
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
唐
代
科
挙
の
詩
賦
に
は
韻
字
の
指
定
が
あ
っ

た
が
、
出
題
韻
目
に
偏
り
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
出
題
さ
れ
な
い
劇
韻

の
存
在
が
判
明
す
る
こ
と
、
落
韻
は
宋
代
功
令
で
正
式
に
「
不
考
」

と
さ
れ
た
が
、
唐
代
で
は
不
考
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
か
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
以
降

「
落
韻
」
の
取
り
扱
い
は
厳
格
化
し
、
そ
れ
は
牛
李
の
党
争
の
影
響

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
第
四
節
は
、
科
挙
に
お
け
る
声
病
規

則
の
厳
格
化
が
、
四
種
の
実
用
詩
律
指
南
（
①
声
律
便
覧
、
②
『
切

韻
』
増
字
増
注
本
、
③
分
韻
編
排
類
書
、
④
詩
格
、
賦
格
）
の
書
物
を
生

み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
五
節
は
、
口
語
正
音
標
準
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
。
両
晋
南
北
朝
時
代
、
士
族
間
の
文
化
規
範
意
識
は

非
常
に
強
固
で
、
口
頭
言
語
「
音
辞
」
は
黙
認
文
化
規
範
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
正
音
は
士
庶
を
区
別
す
る
も
の
と
し
て
機
能

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
隋
の
文
帝
の
時
代
に
科
挙
が
始
ま
り
、
状

況
は
大
き
く
変
化
す
る
。
科
挙
に
は
士
人
が
自
由
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
程
文
の
良
し
悪
し
が
合
格
を
決
め
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
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に
よ
り
、
庶
族
の
高
級
官
僚
へ
の
道
が
開
け
、
高
級
官
僚
を
独
占
し

て
い
た
門
閥
士
族
は
権
益
を
侵
さ
れ
、
文
化
規
範
の
崩
壊
が
始
ま
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
既
存
の
士
族
は
吏
部
銓
試
を
導
入
し
、
南
朝
士

族
の
品
第
標
準
「
身
言
書
判
」
に
基
づ
き
規
範
に
合
わ
な
い
人
物
を

排
除
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
「
身
：
体
貌
豊
偉
」「
言
：
言
辞
弁

正
」
は
、
非
常
に
主
観
的
基
準
で
あ
っ
た
。
長
安
に
都
が
置
か
れ
て

か
ら
、
武
周
、
玄
宗
朝
に
な
る
ま
で
に
、
言
語
文
化
の
中
心
地
域
は

江
南
か
ら
関
中
に
移
動
し
、
唐
代
新
興
標
準
音
が
確
立
す
る
。
八
世

紀
に
関
中
方
言
に
は
、
全
濁
声
母
の
清
化
、
鼻
音
声
母
の
非
鼻
音
化
、

軽
唇
音
化
、
一
等
重
韻
合
併
、
三
等
韻
重
紐
Ａ
類
と
四
等
韻
の
合
併
、

〝
虞
尤
〟
韻
、〝
模
侯
〟
韻
の
唇
音
字
混
在
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
音
韻
変
化
に
対
応
し
た
秦
音
系
韻
書
『
韻
英
』（
七
五
五
年
）

の
編
纂
が
始
ま
る
が
、
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
途
絶
す
る
。
科
挙
の
詩

賦
は
一
貫
し
て
南
朝
以
来
の
文
化
的
風
格
を
基
礎
と
す
る
状
態
が
継

続
し
、『
切
韻
』（
斉
梁
隋
唐
の
押
韻
規
範
）
は
、
北
宋
礼
部
の
「
独
用
、

同
用
」
規
定
、
金
の
『
平
水
韻
』
を
経
て
清
末
ま
で
科
挙
を
拘
束
し

続
け
た
。

　

第
三
章
は
、『
広
韻
』
と
『
集
韻
』
を
詳
述
す
る
。
第
一
節
は

『
広
韻
』
と
景
徳
の
科
挙
改
革
の
関
係
を
論
ず
る
。
著
者
は
宋
王
朝

の
初
期
に
は
北
方
出
身
官
僚
が
政
権
を
独
占
し
、
南
方
出
身
者
を
抑

圧
し
た
と
い
う
南
北
対
立
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
科
挙
制
度
は
こ
の

南
北
対
立
を
緩
和
す
る
装
置
と
し
て
働
き
、
官
僚
集
団
の
流
動
性
を

保
証
し
、
南
人
が
大
量
に
政
界
進
出
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
、
新
し

い
不
平
等
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、
伝
統
文
化
の
持
続
性
、
江
南
人

口
の
増
加
、
北
方
方
言
の
『
切
韻
』
か
ら
の
遊
離
を
原
因
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
や
が
て
、
真
宗
朝
に
南
人
お
よ
び
新
興
階
層
が
朝
廷
内

で
勢
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
真
宗
・
景
徳
年
間
に
科
挙
の
公
平

化
（
南
人
お
よ
び
新
興
階
層
の
立
場
か
ら
の
）
が
行
わ
れ
、
一
連
の
改

革
の
中
で
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）『
広
韻
』
が
編
纂
、
出
版
さ
れ
た
。

第
二
節
は
、『
集
韻
』
と
古
文
復
興
の
関
係
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

『
集
韻
』
は
、
宝
元
二
年
（
一
〇
三
九
）
に
完
成
し
、
慶
暦
三
年

（
一
〇
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
。『
集
韻
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
形
義

は
『
説
文
解
字
』
を
尊
重
し
、
音
読
は
『
経
典
釈
文
』
を
網
羅
し
た

こ
と
と
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、『
集
韻
』
編
纂
の
主
要
な
目
的

は
、
経
史
の
異
読
、
異
体
字
を
網
羅
的
に
収
録
し
、
科
挙
試
験
官
の

参
考
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
語
音
の
変
化
は
『
集
韻
』
編
纂
の
主
要



中
国
文
学
報　

第
九
十
册

─ 136─

な
理
由
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
科
挙
の
公
平
化
、
厳
密
化
、
受
験
者

数
の
増
加
は
、
試
験
官
に
過
剰
な
負
担
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

採
点
上
の
見
落
と
し
は
試
験
官
の
責
任
と
さ
れ
た
た
め
、
正
字
正
音

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
必
要
と
さ
れ
、
異
体
字
を
多
数
収
録
し
、
経
史
の

音
注
を
網
羅
的
に
収
め
る
『
集
韻
』
が
求
め
ら
れ
た
と
す
る
。
さ
ら

に
、
科
挙
に
お
い
て
詩
賦
が
選
抜
の
基
準
で
な
く
な
り
、
古
文
が
重

視
さ
れ
た
こ
と
、
儒
学
思
想
が
伝
注
か
ら
経
義
へ
と
変
化
し
た
こ
と

と
い
う
北
宋
学
術
全
体
の
動
向
と
関
連
し
て
、『
説
文
解
字
』『
経
典

釈
文
』
を
重
視
し
、
経
学
と
復
古
の
色
彩
の
強
い
『
集
韻
』
が
編
纂

さ
れ
た
と
す
る
。
第
三
節
は
、
南
宋
に
お
け
る
『
広
韻
』
の
復
興
を

論
ず
る
。
著
者
は
、『
広
韻
』
か
ら
『
集
韻
』
へ
の
移
行
を
、
欧
陽

脩
、
宋
祁
の
使
命
感
に
支
え
ら
れ
た
、
経
学
、
古
文
の
詩
賦
、
時
文

へ
の
勝
利
と
位
置
付
け
る
。
と
こ
ろ
が
、『
広
韻
』
は
南
宋
に
な
っ

て
も
刊
刻
は
続
く
。
こ
の
背
景
と
し
て
著
者
は
、
新
旧
法
党
の
混
乱

の
中
で
、
熙
寧
四
年
に
省
試
で
排
除
さ
れ
た
詩
賦
が
、
元
祐
四
年
か

ら
紹
聖
元
年
ま
で
経
義
進
士
、
詩
賦
進
士
が
並
列
す
る
形
で
復
活
し
、

南
宋
・
建
炎
二
年
以
降
、
再
度
、
経
義
進
士
、
詩
賦
進
士
並
列
と
な

り
、
南
宋
で
は
詩
賦
進
士
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
点
、
図
書
購
買
層
に
と

っ
て
は
実
用
的
で
安
価
な
『
礼
部
韻
略
』
が
好
ま
れ
、
大
部
で
経
典

臭
の
強
い
『
集
韻
』
に
比
べ
て
『
広
韻
』
が
選
好
さ
れ
た
と
い
う
点

を
あ
げ
る
。

　

第
四
章
は
、
唐
宋
時
代
に
科
挙
制
度
は
大
き
く
変
化
を
す
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
方
言
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
唐
宋
時

代
に
北
方
方
言
に
お
い
て
、
二
つ
の
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
全
濁
上
声
と
去
声
の
合
流
、
入
声
韻
尾
の
弱
化
な
い
し
は

消
失
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
仄
の
弁
別
と
仄
声
韻
の
押
韻
に
お
い

て
、
南
北
方
言
間
に
大
き
な
差
が
生
じ
た
。
著
者
は
、
こ
れ
に
つ
い

て
二
つ
の
仮
説
を
提
示
す
る
。（
一
）
北
宋
期
に
は
、
こ
の
問
題
が

無
視
で
き
な
い
状
況
に
達
し
、
王
安
石
の
科
挙
改
革
で
、
進
士
科
の

出
題
の
重
点
が
詩
賦
か
ら
論
、
策
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
、
南
北
方

言
に
基
づ
く
不
平
等
の
解
消
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
二
）

六
朝
以
来
の
駢
文
は
句
末
の
平
仄
の
調
和
的
配
列
を
要
求
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
北
人
は
次
第
に
駢
文
に
創
作
上
の
困
難
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
古
文
創
作
に
有
利
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
方
言
的

差
異
は
、
古
文
運
動
の
成
功
、
駢
文
作
家
の
多
く
が
南
方
出
身
で
あ

る
こ
と
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
節
は
、
晩
唐
の
李
涪
『
刊
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評

誤
』
の
内
容
の
詳
細
な
検
討
と
現
代
呉
方
言
を
利
用
し
て
の
唐
代
呉

方
言
の
推
定
に
よ
っ
て
、『
刊
誤
』
が
、
南
北
の
方
言
的
差
異
に
直

面
し
た
北
方
人
官
僚
の
、
科
挙
の
出
題
と
採
点
に
お
け
る
不
満
を
代

表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
節
は
、
北
方
方
言
に
お

け
る
入
声
韻
尾
の
弱
化
と
五
代
、
北
宋
期
の
進
士
科
の
関
係
を
検
討

し
た
も
の
で
、
北
方
人
が
、
平
仄
を
完
全
に
は
認
識
で
き
な
く
な
っ

て
お
り
、
科
場
で
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
三

節
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
北
方
人
の
意
識
に
働
き
か
け
、
具
体
的

な
科
挙
改
革
を
行
わ
せ
る
に
至
っ
た
と
し
、
北
人
の
優
勢
を
保
証
し
、

南
北
出
身
進
士
の
平
衡
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
三
つ

の
措
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
を
、
北
宋
期
に
つ
い
て
論
じ
る
。
三
つ
の

措
置
と
は
、
試
巻
の
評
価
に
お
い
て
押
韻
、
平
仄
の
厳
密
性
を
求
め

な
い
こ
と
、
詩
賦
よ
り
も
策
論
に
重
点
を
置
い
た
試
験
制
度
に
す
る

こ
と
、
地
域
ご
と
に
合
格
者
数
を
割
り
当
て
る
こ
と
、
で
あ
る
。
第

四
節
で
は
、
駢
文
か
ら
古
文
へ
の
文
体
の
変
革
運
動
で
あ
る
古
文
運

動
を
、
方
言
差
の
問
題
か
ら
論
ず
る
。
ま
ず
、
古
文
作
家
の
出
身
地

が
、
河
北
に
集
中
す
る
点
を
指
摘
し
、
北
方
に
お
け
る
四
声
体
系
の

言
語
変
化
に
よ
る
混
乱
が
、
声
律
の
修
辞
効
果
を
認
識
し
難
く
し
、

そ
の
結
果
、
駢
文
か
ら
古
文
へ
の
志
向
の
変
化
が
生
じ
た
と
論
ず
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
著
者
は
、
河
東
（
晋
語
）
が
、
独
立
し
た

入
声
を
有
し
、
北
方
語
中
の
例
外
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
北
宋
の
有

力
な
古
文
作
家
に
欧
陽
脩
、
王
安
石
を
は
じ
め
と
し
た
江
西
出
身
者

が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て
、
欧
陽
脩
に
は
落

韻
が
多
く
、
江
西
方
言
は
唐
代
功
令
と
一
致
し
な
い
部
分
の
あ
る
こ

と
、
王
安
石
の
主
導
し
た
熙
寧
年
間
の
改
革
は
北
方
人
の
出
世
を
か

え
っ
て
制
限
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
の
点
は
、

後
述
す
る
が
、
著
者
の
議
論
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
南
北
二
方
言

の
対
立
構
造
と
い
う
問
題
設
定
自
体
に
齟
齬
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

第
五
章
は
、「
韻
略
」
の
問
題
を
扱
う
。
第
一
節
は
、
宋
代
に
お

け
る
「
韻
略
」
と
詩
賦
試
の
関
係
を
論
ず
る
。「
韻
略
」
と
は
『
礼

部
韻
略
』
系
統
の
韻
書
で
、
科
挙
で
使
用
さ
れ
、
正
音
、
正
字
の
規

範
と
し
て
機
能
し
た
両
宋
、
金
の
官
韻
で
あ
る
。『
広
韻
』『
集
韻
』

と
音
系
が
一
致
す
る
た
め
、
漢
語
史
の
資
料
と
し
て
は
利
用
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
隋
・
陸
法
言
『
切
韻
』
は
、
反
切
と
最
低
限
の
釈
義

だ
け
の
書
物
で
あ
っ
た
が
、
唐
代
に
増
補
が
繰
り
返
さ
れ
類
書
化
し
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て
い
っ
た
。
一
方
、
李
邕
『
唐
韻
要
略
』
の
よ
う
な
簡
便
な
韻
書
も

生
ま
れ
た
。
宋
代
に
な
っ
て
、
専
門
的
に
詩
賦
試
の
た
め
に
編
纂
さ

れ
た
も
の
が
「
韻
略
」
で
あ
る
。
太
宗
朝
の
丘
雍
『
校
定
韻
略
』
に

始
ま
る
。
景
徳
二
年
の
科
挙
改
革
で
、
以
前
は
科
場
に
『
玉
篇
』

『
広
韻
』
の
持
ち
込
み
が
許
さ
れ
て
い
た
の
が
、「
韻
略
」
以
外
は

持
ち
込
み
不
可
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
礼
部
で
『
広
韻
』
の
簡
編
と

し
て
の
『
新
定
韻
略
』
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
『
集
韻
』
の
未
定
稿
の

簡
易
版
と
し
て
『
礼
部
韻
略
』
が
作
ら
れ
る
。
詩
賦
試
自
体
は
、
新

旧
法
党
の
党
争
の
中
で
興
廃
が
く
り
か
え
さ
れ
る
が
、
南
宋
で
は
、

経
義
、
詩
賦
の
両
科
並
立
と
な
り
、「
韻
略
」
は
受
験
生
の
必
需
品

と
な
る
。
金
で
は
王
文
郁
『
新
刊
韻
略
』
が
刊
行
さ
れ
、
元
で
は
劉

淵
『
壬
子
新
刊
韻
略
』
刊
行
さ
れ
た
。
第
二
節
は
『
増
修
互
注
礼
部

韻
略
』
を
論
じ
る
。
南
宋
・
嘉
定
十
六
年
に
朱
熹
の
学
系
に
繋
が
る

毛
晃
、
毛
居
正
父
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
増
修
互
注
礼
部
韻

略
』
は
、
名
前
に
「
礼
部
韻
略
」
を
含
む
が
、
中
身
は
全
く
こ
と
な

り
、
徹
底
的
に
伝
統
韻
書
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。『
増
修
互
注

礼
部
韻
略
』
は
、
道
学
系
韻
書
と
し
て
四
つ
の
特
徴
を
有
す
る
。

（
一
）
楷
書
字
形
の
決
定
は
『
説
文
解
字
』
に
基
づ
く
、（
二
）『
広

韻
』『
礼
部
韻
略
』
の
分
韻
を
呉
音
と
断
定
し
、「
中
原
雅
音
」
の
標

準
分
韵
に
帰
る
こ
と
を
主
張
、（
三
）
古
音
（
先
秦
両
漢
の
古
書
）
あ

る
い
は
擬
古
押
韻
（
韓
愈
、
柳
宗
元
、
白
居
易
、『
唐
文
粹
』、
欧
陽
脩
、

蘇
軾
な
ど
の
韻
文
作
品
）
を
重
視
、（
四
）
南
宋
進
士
科
の
要
求
す
る

律
賦
の
作
法
を
意
識
（
た
と
え
ば
避
諱
字
お
よ
び
そ
の
同
音
字
を
厳
密
に

決
定
）。「
中
原
雅
音
」
と
は
、
宋
代
道
学
（
北
宋
『
集
韻
』、
南
宋
・
呉

棫
『
韻
補
』『
詩
補
韻
』、
南
宋
・
朱
熹
「
叶
韻
説
」）
が
、
秦
漢
か
ら
唐

五
代
の
学
術
を
否
定
し
、『
切
韻
』
批
判
を
行
っ
た
こ
と
に
端
を
発

し
、
南
宋
・
魏
了
翁
の
、
四
声
、
反
切
は
韻
学
の
「
羌
、
胡
」
化
の

結
果
で
あ
る
と
言
う
説
を
受
け
て
、
毛
居
正
が
新
し
い
語
音
規
範
と

し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
毛
居
正
は
具
体
的
に
韻
書
の
改
変
は

行
わ
ず
、『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』
に
お
い
て
は
、『
礼
部
韻
略
』
の

枠
組
み
を
守
り
、
案
語
中
に
「
当
析
、
当
并
」
と
注
記
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
押
し
進
め
、
古
音
（
中
原
雅
音
）
と
今
音
（『
礼
部

韻
略
』）
と
の
差
異
を
読
者
に
明
確
に
分
か
る
様
に
し
た
の
が
、

元
・
黄
公
紹
、
熊
忠
『
古
今
韻
会
挙
要
』
で
あ
る
。『
古
今
韻
会
挙

要
』
は
、
表
面
上
は
『
礼
部
韻
略
』
音
系
を
墨
守
す
る
が
、「
字
母

韻
」
と
言
う
別
の
音
系
を
内
部
に
隠
し
て
い
る
。
既
存
の
説
で
は
、
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『
古
今
韻
会
挙
要
』
音
系
を
（
一
）
元
代
南
方
標
準
音
（
二
）
元
代

閩
北
音
（
三
）『
蒙
古
韻
略
』
に
従
う
、
と
す
る
三
説
が
あ
る
が
、

著
者
は
、
そ
れ
は
（
一
）
黄
公
紹
の
心
中
の
「
中
原
雅
音
」
で
あ
り
、

（
二
）
宋
元
中
原
地
区
の
現
実
音
で
は
な
く
、
江
左
の
韻
書
以
前
の

理
論
上
の
「
古
韻
」
で
あ
り
、（
三
）
唐
代
以
来
の
反
「
呉
音
」
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
明
の
『
洪
武
正
韻
』
は
、

『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
考
え
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、『
礼
部
韻
略
』

を
完
全
に
脱
却
し
た
音
系
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
節

は
、『
押
韻
釈
疑
』
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。『
増
修
互
注
礼
部
韻

略
』
は
、『
広
韻
』
を
超
え
る
大
型
の
韻
書
と
な
り
、
携
帯
に
不
便

な
こ
と
か
ら
、
科
挙
受
験
者
に
と
っ
て
実
用
的
な
「
韻
略
」
が
求
め

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
た
韻
書
が
、
紹
定
三
年
（
一
二
三
〇
）『
押

韻
釈
疑
』、
景
定
五
年
（
一
二
六
四
）『
増
修
校
正
押
韻
釈
疑
』
で
あ

り
、
本
書
は
間
違
い
や
す
い
文
字
、
押
韻
字
に
つ
い
て
、
省
試
、
解

試
の
具
体
例
を
引
用
し
、『
経
典
釈
文
』
の
音
釈
全
て
を
経
史
の
各

句
に
付
属
さ
せ
、
字
体
、
反
切
は
国
子
監
本
『
礼
部
韻
略
』
に
基
づ

く
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
南
宋
の
科
挙
考
官
が

錯
別
字
、
押
韻
平
仄
の
誤
り
に
厳
格
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

第
六
章
は
、「
中
原
雅
音
」
問
題
を
詳
述
し
た
章
で
あ
る
。
第
一

節
は
、
そ
の
思
想
的
背
景
を
論
ず
る
。
古
代
思
想
に
は
「
天
円
地

方
」
の
世
界
の
中
心
と
し
て
の
「
土
中
、
地
中
」
と
い
う
観
念
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
理
想
的
世
界
と
し
て
の
「
中
原
」
と
い
う
考
え
に
発

展
し
、
楽
律
思
想
（
漢
魏
以
降
、
楽
律
と
語
音
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
な

い
）
と
結
び
つ
き
、
天
下
の
語
音
の
標
準
は
「
土
中
」
に
あ
る
べ
き

と
の
考
え
が
生
ま
れ
た
。
隋
・
陸
法
言
『
切
韻
』
は
南
方
士
大
夫
の

雅
音
、
書
音
に
基
づ
き
、
南
北
音
を
折
衷
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
八

世
紀
に
な
る
と
、
言
語
文
化
の
中
心
が
江
南
か
ら
関
中
に
移
り
、
天

宝
年
間
（
七
四
二

－

五
五
）
に
は
秦
音
系
韻
書
が
出
現
す
る
。
中
唐

儒
学
で
は
、
韓
愈
が
南
朝
の
文
風
と
六
朝
韻
書
の
「
呉
音
」
を
批
判

し
、
や
が
て
、
古
韻
と
北
方
標
準
音
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

唐
末
の
李
涪
『
刊
誤
』
は
、『
切
韻
』
を
批
判
し
、
東
都
（
洛
陽
）

音
を
重
視
し
て
い
る
。
北
宋
に
な
り
、
開
封
（
首
都
「
土
中
」）、
洛

陽
（
文
化
人
が
集
中
的
に
居
住
）
の
京
洛
音
が
権
威
性
を
有
す
る
よ
う

に
な
り
、
南
宋
で
は
、
京
洛
音
が
権
威
的
な
語
音
の
地
位
に
つ
く
。

京
洛
音
の
合
法
性
は
、「
土
中
」
の
観
念
、
道
統
の
伝
統
、
汴
洛
回
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復
の
強
烈
な
願
望
に
基
づ
い
て
お
り
、
元
明
の
「
中
原
雅
音
」
に
繋

が
っ
て
い
く
。
第
二
節
は
、
宋
元
明
に
お
け
る
「
中
原
雅
音
」
の
提

唱
者
（
毛
晃
、
毛
居
正
父
子
、
熊
朋
来
、
黄
公
紹
、
宋
濂
、
呉
沈
）
が
、

南
宋
の
呉
棫
、
朱
熹
の
「
古
韻
」
説
の
影
響
を
う
け
た
浙
閩
贛
籍
の

道
学
家
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
唐
代
に
詩
韻
の
学
（『
切
韻
』）

と
音
義
の
学
は
分
離
し
た
が
、
北
宋
・
仁
宗
朝
に
お
け
る
儒
家
の
復

古
運
動
は
音
韻
の
学
に
も
及
び
、『
集
韻
』
に
お
い
て
は
、
唐
・
陸

徳
明
『
経
典
釈
文
』
の
音
義
が
導
入
さ
れ
、
経
学
の
官
韻
へ
の
干
渉

が
行
わ
れ
た
。
音
韻
の
重
要
性
を
強
調
す
る
司
馬
光
は
、『
集
韻
』

を
正
統
と
し
、
北
宋
末
の
晁
説
之
は
『
経
典
釈
文
』
の
古
読
を
重
視

し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
南
宋
・
呉
棫
は
、『
経
典
釈
文
』
と
『
集

韻
』
の
遺
漏
を
補
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
韻
補
』
を
著
し
、
毛
晃
、

毛
居
正
『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』
は
、
少
な
か
ら
ぬ
「
古
韻
」
の
用

例
を
収
集
し
た
。
古
音
研
究
の
材
料
は
、
古
書
の
用
韻
と
諧
声
の
み

で
あ
っ
た
が
、
宋
元
に
お
い
て
は
等
韻
学
の
応
用
が
行
わ
れ
た
。
等

韻
学
の
起
源
に
つ
い
て
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
西
域
起
源
説
と
「
数

之
自
然
」
説
が
存
在
し
た
が
、
後
者
が
有
力
と
な
っ
た
。
宋
元
の
際

に
「
等
韻
＝
雅
音
」
説
（
七
音
三
十
六
字
母
＝
古
人
声
音
の
正
）
が
生

ま
れ
、
熊
忠
「
古
今
韻
会
挙
要
序
」
に
は
次
の
よ
う
な
発
展
史
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。「
古
先
、
聖
人
は
声
を
以
て
律
と
為
し
」
た
の
で
、

雅
音
は
七
音
三
十
六
字
母
に
照
ら
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
沈
約
の
韻
譜
、
陸
法
言
の
『
切
韻
』
に
お
け
る
呉
音
が
、
四
声
、

七
音
、
分
韻
の
混
乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。
司
馬
光
『
切
韻
指
掌
図
』

の
「
七
音
韻
」
が
復
古
の
始
ま
り
で
あ
る
。『
古
今
韻
会
挙
要
』
に

お
い
て
は
、
全
体
の
体
例
は
『
礼
部
韻
略
』
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
小

韻
の
配
列
は
「
七
音
」
に
依
っ
て
い
る
。
第
三
節
は
、「
中
原
雅

音
」
の
性
質
を
論
じ
る
。
中
原
雅
音
は
、（
一
）
儒
林
系
雅
音
（
南

宋
・
毛
晃
、
毛
居
正
『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』、
元
・
黄
公
紹
、
熊
忠
『
古

今
韻
会
挙
要
』、
明
『
洪
武
正
韻
』）
と
（
二
）
曲
家
系
雅
音
（
元
・
卓
従

之
『
中
州
楽
府
音
韻
類
編
』、
元
・
周
徳
清
『
中
原
音
韻
』、
闕
名
『
中
原
雅

音
』）
に
分
か
れ
、
両
者
の
理
論
的
立
場
と
言
語
的
背
景
は
完
全
に

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
儒
林
系
雅
音
は
、
完
全
に
虚
構
の
音
系

で
は
な
い
が
、
歴
代
諸
儒
の
「
雅
音
」
に
対
す
る
理
想
を
内
部
に
含

ん
で
お
り
、
実
際
の
音
系
の
描
写
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
曲

家
系
雅
音
は
、
理
論
の
束
縛
を
受
け
て
お
ら
ず
、
前
者
に
比
べ
る
と
、

特
定
の
時
代
、
特
定
の
地
域
の
音
系
に
近
い
。
儒
林
系
雅
音
は
、
宋
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元
の
江
南
道
学
学
統
を
背
景
と
し
、
中
原
を
「
気
中
、
音
正
」、
江

南
を
「
気
偏
、
音
訛
」
と
考
え
、
沈
約
、
陸
法
言
以
前
の
古
韻
の
回

復
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
材
料
と
方
法
は
、（
一
）
清

濁
四
声
等
の
有
る
べ
き
枠
組
み
の
遵
守
、（
二
）
宋
元
期
の
中
原
及

び
河
北
の
音
系
の
適
宜
の
参
照
、（
三
）
古
韻
の
韻
例
と
等
韻
の
類

別
を
斟
酌
、
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、（
一
）
経
史
の
釈
読
、
諷
誦
、

（
二
）
古
詩
、
古
楽
府
の
創
作
、
で
あ
っ
た
。『
古
今
韻
会
挙
要
』

の
字
母
韻
は
、
斉
梁
以
前
の
古
音
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
、
当
時
通

行
の
標
準
音
を
反
映
し
て
い
た
が
、『
洪
武
正
韻
』
は
、
あ
る
部
分

は
『
中
原
音
韻
』
に
近
づ
い
て
い
た
。
そ
の
問
題
点
は
、
今
の
「
雅

音
」
で
古
の
「
雅
音
」
を
証
明
し
た
こ
と
で
、「
中
原
雅
音
」
の
歴

史
的
変
化
の
可
能
性
を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
七
章
は
、
復
古
的
詩
論
と
古
音
学
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
。

第
一
節
は
、
宋
代
詩
学
に
お
け
る
古
詩
の
用
韻
問
題
で
あ
る
。
古
今

で
音
韻
に
違
い
の
あ
る
と
い
う
点
は
、
魏
晋
六
朝
以
来
、
学
者
の
注

目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
詩
人
が
こ
の
点
に
注
目
し
始
め
た
の
は
、

唐
代
、
近
体
詩
の
成
熟
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
愈
は
、
意
識
的
に

反
律
化
の
声
調
で
古
詩
を
作
成
し
、
用
韻
は
倣
古
で
あ
っ
た
。
韓
愈

の
用
韻
法
は
、
古
韻
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
唐
、
五

代
、
北
宋
で
は
、
具
体
的
な
古
韻
規
範
は
存
在
せ
ず
、
用
韻
法
は
、

「
借
韻
」
や
「
筆
力
」
に
帰
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
北
宋
の
黄
庭
堅

は
、
魏
晋
詩
の
用
韻
が
『
礼
部
韻
略
』
に
一
致
し
な
い
こ
と
を
、

「
借
韻
」
と
い
う
語
で
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
。
宋
代
儒
家
の
復
古

の
学
風
は
、「
古
詩
は
用
韻
に
拘
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
厳
格
で
な

い
観
念
を
捨
て
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
毛
晃
等
『
増
修
互
注
礼
部
韻

略
』
は
、
古
詩
賦
の
用
韻
例
を
大
量
に
増
補
し
て
い
る
。
呉
棫
『
韻

補
』
は
、
今
韻
と
合
致
し
な
い
古
書
や
宋
代
の
用
韻
例
を
網
羅
的
に

取
り
込
ん
だ
著
作
で
、
南
宋
詩
壇
を
震
撼
さ
せ
影
響
は
き
わ
め
て
大

き
か
っ
た
。
宋
元
の
江
浙
地
区
で
は
前
賢
の
韻
法
に
よ
っ
て
古
詩
を

作
成
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
楼
球
『
三
家
詩
押
韻
』
は
、
欧

陽
脩
、
蘇
軾
、
黄
庭
堅
の
押
韻
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
節

は
、
朱
熹
の
叶
音
説
を
論
ず
る
。
呉
棫
の
古
音
学
は
、
朱
熹
の
引
用
、

闡
明
に
よ
っ
て
、
経
学
の
世
界
に
と
り
こ
ま
れ
、
南
宋
に
お
け
る
古

詩
の
用
韻
に
影
響
を
あ
た
え
た
。「
古
今
之
詩
三
変
」
と
い
う
朱
熹

の
詩
法
、
詩
韻
に
つ
い
て
の
演
変
論
自
体
は
独
創
で
は
な
い
が
、
彼

の
名
声
は
古
人
の
詩
法
、
詩
韻
を
論
ず
る
際
の
根
拠
と
な
り
、
両
者
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は
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
三
変
説
と
は
、（
一
）
虞
夏
か

ら
魏
晋
ま
で
の
詩
を
「
根
本
」
と
し
、（
二
）
晋
宋
か
ら
唐
初
ま
で

の
律
詩
以
前
の
詩
を
「
羽
翼
輿
衛
」
と
し
、（
三
）
初
唐
の
沈
佺
期
、

宋
之
問
か
ら
南
宋
ま
で
の
律
詩
に
到
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
の

韋
陽
、
前
後
七
子
の
復
古
詩
論
、
楊
慎
の
古
音
学
は
、
朱
熹
の
詩
学

の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
朱
熹
の
「
叶
音
」
説
は
、『
詩

経
』
の
吟
詠
に
便
利
で
、
他
の
方
法
よ
り
簡
便
で
あ
っ
た
が
、
声
母

が
同
じ
文
字
は
全
て
通
転
で
処
理
し
、
随
意
に
改
読
可
能
と
い
う
問

題
点
を
含
ん
で
い
た
。
ま
た
、「
叶
音
」
が
実
は
古
の
「
本
音
」
と

関
係
す
る
こ
と
を
明
確
に
は
指
摘
し
て
い
な
い
点
が
、
明
・
焦
竑
、

陳
第
、
清
・
顧
炎
武
と
展
開
す
る
「
古
詩
無
叶
音
」
説
と
の
最
大
の

相
違
点
で
あ
る
。
第
三
節
は
、「
古
韻
」
の
制
度
化
を
論
じ
る
。
元

代
の
科
挙
は
、
朱
熹
、
真
徳
秀
の
文
学
観
念
に
基
づ
い
た
、
唐
宋
以

来
の
律
賦
、
律
詩
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
、
第
二
場
に
お
い
て

は
、
古
賦
、
詔
、
誥
、
章
、
表
の
科
目
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
が
、
前
三

者
は
「
古
体
」、
後
二
者
は
四
六
体
に
「
古
体
」
を
混
え
た
も
の
が

要
求
さ
れ
た
。
し
か
し
、
古
賦
の
押
韻
に
規
範
は
な
く
、
受
験
者
自

身
が
模
索
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
元
・
黄
公
紹
、
熊
忠
『
古
今
韻
会

挙
要
』（
一
三
三
二
年
刊
）
が
編
纂
さ
れ
る
と
、
古
詩
賦
の
押
韻
指
南

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
著
者
は
推
定
し
て
い
る
。
第
四

節
は
、
明
代
の
復
古
詩
論
と
古
韻
学
の
関
係
を
論
ず
る
。
北
斉
・
顔

之
推
以
降
、
歴
代
の
文
人
は
、
三
代
の
古
音
は
自
然
で
不
変
で
あ
る

が
、
五
胡
の
乱
以
降
、
今
音
に
四
夷
の
言
語
が
混
じ
っ
た
と
い
う
誤

っ
た
認
識
を
有
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
時

代
に
胡
化
が
明
白
と
な
り
、
明
の
太
祖
は
、
胡
化
か
ら
の
回
復
を
目

標
と
し
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
胡
化
へ
の
恐
怖
は
明
代
の
文
化
意
識

の
底
流
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
明
代
で
は
読
書
人
の
目
標
と
し
て

文
化
的
典
型
の
復
興
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
代
の
復
古

詩
風
は
、
音
節
の
重
視
と
古
詩
と
律
の
違
い
を
強
調
し
た
が
、
こ
れ

は
、
漢
魏
晋
と
盛
唐
の
詩
を
第
一
義
と
す
る
南
宋
・
厳
羽
『
滄
浪
詩

話
』
と
、
古
今
の
詩
体
の
違
い
を
識
別
し
、
格
律
、
用
韻
の
差
異
を

識
別
す
る
南
宋
・
朱
熹
の
考
え
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
後
七
子
の

段
階
に
な
る
と
、
五
古
は
漢
魏
、
七
古
、
諸
体
は
盛
唐
に
習
い
、
体

裁
、
声
調
、
気
象
な
ど
に
も
規
則
が
あ
り
、
使
事
、
用
句
、
用
字
も

規
則
で
縛
る
な
ど
、
詩
を
規
則
で
縛
り
す
ぎ
る
弊
害
が
現
れ
た
。
末

五
子
の
時
代
に
な
る
と
、
古
今
両
体
の
詩
韻
を
収
め
た
韻
書
が
流
行



─ 143─

書　
　
　

評

し
、
近
体
詩
に
は
平
水
韻
、
古
詩
に
は
古
韻
と
い
う
、
ス
タ
イ
ル
と

用
韻
の
対
応
が
明
確
化
し
た
。
第
五
節
は
、
清
代
の
古
韻
学
に
つ
い

て
論
ず
る
。
顧
炎
武
の
古
音
学
に
お
い
て
、
詩
学
、
韻
学
、
経
学
の

共
存
に
対
す
る
破
壊
が
始
ま
り
、
韻
学
は
詩
学
か
ら
分
離
す
る
。
し

か
し
、
顧
炎
武
の
研
究
成
果
は
詩
人
に
と
っ
て
決
し
て
利
用
し
や
す

い
も
の
で
は
な
く
、
文
学
の
長
期
に
わ
た
る
創
作
習
慣
に
対
し
て
、

韻
学
は
無
力
で
あ
っ
た
。

　

第
八
章
は
、『
洪
武
正
韻
』
の
問
題
を
扱
う
。
第
一
節
は
、
北
宋

の
滅
亡
後
、
元
朝
に
至
る
ま
で
、
一
五
〇
年
以
上
中
国
社
会
は
南
北

に
分
裂
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
、
儒
教
古
典
テ
キ
ス
ト
の
正
文
、

字
音
、
字
体
に
差
異
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
、
元
朝
で
科
挙
が
復
活

し
た
際
に
、
科
挙
に
必
携
の
韻
書
に
つ
い
て
標
準
化
の
問
題
が
生
じ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
大
徳
元
年
（
一
二
九
七
）
熊
忠
編
纂
の
『
古

今
韻
会
挙
要
』
の
目
的
は
南
北
の
『
礼
部
韻
略
』
の
総
合
に
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
都
省
の
責
任
の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
第
二
節
は
、『
洪
武
正
韻
』
が
皇
帝
の
名
前
を
含
む
に
も
関
わ

ら
ず
、
明
代
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
、

そ
の
理
由
を
以
下
の
節
で
検
討
す
る
。
第
三
節
は
テ
キ
ス
ト
問
題
を

扱
う
。『
洪
武
正
韻
』
七
十
六
韻
本
（
洪
武
八
年
序
）
が
、
宋
濂
ら
に

よ
っ
て
最
初
に
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』
を

基
礎
と
し
て
、
字
体
に
つ
い
て
は
『
説
文
』
に
従
う
も
の
で
、
標
準

字
体
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
性
格
を
有
す
る
一
種
の
未
定
稿
で
あ
っ
た
。

次
に
、『
洪
武
正
韻
』
八
十
韻
本
（
洪
武
一
二
年
序
）
が
、
中
書
省
を

中
心
に
編
纂
さ
れ
る
。
第
四
節
で
、
著
者
は
『
洪
武
正
韻
』
は
元
の

王
柏
か
ら
明
の
宋
濂
に
連
な
る
元
明
代
浙
江
道
学
学
派
の
人
々
の
思

想
的
影
響
下
で
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
五
節
は
、『
洪

武
正
韻
』
の
隠
滅
が
、
洪
武
一
三
年
に
起
き
た
謀
反
事
件
「
胡
惟
庸

の
獄
」
と
、
二
六
年
に
起
き
た
謀
反
事
件
「
藍
玉
の
獄
」
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
粛
清
事
件
に
よ
り
、
前
者
で
三

万
人
以
上
の
犠
牲
者
、
後
者
で
一
・
五
万
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
た

と
さ
れ
、
宋
濂
も
子
や
孫
が
獄
死
し
、
自
身
は
左
遷
地
で
没
す
る
。

そ
の
た
め
、『
洪
武
正
韻
』
は
官
韻
と
し
て
の
地
位
を
失
う
。
第
六

節
は
、
建
文
帝
の
時
に
、
宋
濂
一
族
が
名
誉
回
復
さ
れ
、『
洪
武
正

韻
』
も
官
韻
に
復
帰
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
第
七
節
は
、『
永

楽
大
典
』
が
『
洪
武
正
韻
』
八
十
韻
本
の
枠
組
み
を
基
礎
と
し
て
編

纂
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
、
洪
武
二
一
年
に
解
縉
に
よ
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っ
て
建
議
さ
れ
た
大
型
韻
書
を
『
永
楽
大
典
』
の
発
想
基
盤
と
考
え

て
い
る
。『
永
楽
大
典
』
は
永
楽
元
年
に
編
纂
の
命
が
出
さ
れ
、
二

年
に
『
文
献
大
成
』
と
名
前
を
賜
る
。
五
年
に
編
纂
は
終
了
し
『
永

楽
大
典
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
第
八
節
は
、『
洪
武
正
韻
』
が
明
代

に
お
い
て
、
主
と
し
て
士
大
夫
の
「
応
制
」（
勅
命
に
よ
る
詩
歌
の
作

成
）
と
胥
吏
の
「
正
字
」
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
論
ず
る
。
前
者
は

宮
廷
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
一
般
の
士
大
夫
の
例
は
少
な
い
。
で

は
な
ぜ
、『
洪
武
正
韻
』
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
著
者
は
、

元
明
代
文
人
が
韻
書
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
誤
解
を
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。（
一
）『
礼
部
韻
略
』
は
梁
・
沈
約
の
著
作
で
あ
る
。

（
二
）
唐
代
の
近
体
詩
押
韻
は
『
礼
部
韻
略
』
を
規
範
と
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
唐
を
学
ぶ
こ
と
を
主
張
す
る
明
代
主
流
の
詩
人
た
ち

は
必
然
的
に
『
礼
部
韻
略
』
を
規
範
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

明
代
に
お
い
て
は
避
諱
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、

当
代
の
避
諱
規
範
を
気
に
す
る
必
要
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
点
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
代
の
後
半
に
な
る
と
『
洪
武
正
韻
』

に
は
二
〇
余
種
の
刊
本
が
出
現
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
宋
濂
の
完

全
な
名
誉
回
復
、
建
文
帝
問
題
へ
の
禁
忌
が
緩
や
か
に
な
っ
た
こ
と
、

出
版
業
の
隆
盛
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
し
て

胥
吏
階
層
の
需
要
に
基
づ
く
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
行
政

文
書
は
「
正
字
」
で
書
か
れ
る
必
要
が
あ
り
、
も
っ
と
も
正
当
な
正

字
字
書
と
し
て
『
洪
武
正
韻
』
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

科
挙
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
万
暦
年
間
以
降
、『
洪
武
正
韻
』

の
各
種
版
本
の
出
現
、
簡
易
版
や
同
系
統
の
字
書
の
出
現
に
よ
り
、

『
洪
武
正
韻
』
の
権
威
と
影
響
力
は
増
し
て
行
き
、
そ
の
結
果
、

『
洪
武
正
韻
』
音
系
は
古
音
を
反
映
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
民
間

で
は
「
正
字
」
の
規
範
書
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
九
節

で
は
、
明
の
遺
民
や
清
朝
の
四
庫
全
書
編
纂
官
の
『
洪
武
正
韻
』
に

対
す
る
態
度
を
取
り
上
げ
る
。
明
の
滅
亡
以
降
、『
洪
武
正
韻
』
は

明
の
遺
民
た
ち
に
と
っ
て
特
別
の
意
味
を
持
つ
存
在
と
な
り
、
押
韻

規
範
と
し
て
利
用
す
る
も
の
も
お
り
、
江
戸
時
代
日
本
、
朝
鮮
へ
も

影
響
を
与
え
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
清
朝
に
な
っ
て
も
、
そ
の
権

威
は
保
た
れ
、『
康
熙
字
典
』
に
大
量
に
引
用
さ
れ
た
が
、
乾
隆
年

間
に
な
る
と
、
四
庫
全
書
の
編
纂
官
た
ち
は
、
批
判
的
な
立
場
を
と

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
清
末
同
治
年
間
に
な
る
と
再
び
出
版
界

に
お
い
て
、『
洪
武
正
韻
』
字
体
の
規
範
性
が
復
活
す
る
。
太
平
天
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国
の
乱
以
降
の
漢
族
読
書
人
の
心
的
傾
向
を
著
者
は
そ
こ
に
見
て
い

る
。

　

第
九
章
は
、「
華
夷
」
の
区
別
を
論
ず
る
。
第
一
節
は
、
異
民
族

王
朝
支
配
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
元
の
中
統
元
年
（
一
二
六
九
）
パ

ス
パ
文
字
を
「
国
字
」
と
す
る
詔
勅
が
く
だ
さ
れ
、
元
朝
の
詔
書
は

全
て
パ
ス
パ
文
字
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
漢
字
文
化
の
絶

対
的
優
越
性
を
信
じ
る
江
南
の
漢
人
士
大
夫
は
、
歴
史
的
伝
統
を
持

た
な
い
パ
ス
パ
文
字
を
、
仕
官
出
世
の
近
道
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
九
〇
年
を
超
え
る
元
朝
支
配
は
漢
人
士
大
夫
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
、
明
初
に
は
、
伝
統
音
楽
芸
能
の
異
民
族
化
、
民
間
通

用
口
語
の
北
方
言
語
に
よ
る
汚
染
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
明
代
中
期

の
李
夢
陽
、
王
世
貞
ら
は
、
元
代
中
国
の
異
民
族
化
に
直
面
し
て
、

「
中
原
雅
音
」
は
す
で
に
変
質
し
た
こ
と
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
明
の
最
盛
期
に
あ
っ
て
の
追
憶
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
明
末
清
初
に
な
る
と
、
ラ
テ
ン
系
言
語
、
文
字
の
挑
戦
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
ラ
テ
ン

文
字
で
あ
り
、
イ
ン
ド
、
西
洋
を
含
む
彼
ら
の
世
界
観
に
よ
り
、
漢

語
の
独
尊
的
地
位
は
相
対
化
さ
れ
る
。
第
二
に
、
満
洲
人
の
も
た
ら

し
た
「
国
語
、
国
書
」（
満
洲
語
、
満
洲
文
字
）
で
あ
り
、
清
朝
皇
帝

に
と
っ
て
、
漢
語
は
天
下
の
言
語
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
第
二

節
は
、
康
熙
一
八
年
の
博
学
鴻
詞
試
の
問
題
を
扱
う
。
明
の
嘉
靖
、

隆
慶
年
間
以
降
、
古
体
詩
に
は
古
韻
を
使
用
し
、
近
体
詩
に
は
今
韻

（
平
水
韻
）
を
使
用
し
、
詞
曲
に
は
『
中
原
音
韻
』
を
使
用
す
る
と

言
う
基
本
定
型
が
成
立
し
て
い
た
。
順
治
帝
も
こ
う
し
た
規
範
意
識

を
引
き
継
い
だ
。
と
こ
ろ
が
、
康
熙
一
八
年
の
博
学
鴻
詞
試
に
お
い

て
、
落
韻
を
康
熙
帝
が
発
見
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
康
熙

帝
、
翰
林
院
が
標
準
韻
書
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
は
、
元
の
『
韻

府
群
玉
』
で
あ
り
、
康
熙
五
〇
年
に
上
進
さ
れ
た
『
佩
文
韻
府
』
も

『
韻
府
群
玉
』
一
〇
六
韻
の
枠
組
み
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
こ
う
し

た
平
水
韻
系
韻
書
の
規
範
性
は
清
末
ま
で
継
続
す
る
。
こ
の
事
件
に

よ
っ
て
、
押
韻
規
範
が
清
朝
宮
廷
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ

れ
に
対
応
し
て
出
現
し
た
韻
書
が
、
毛
奇
齢
『
古
今
通
韻
』、
楊
錫

震
『
古
今
詩
韻
注
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
書
は
欽
定
の
地

位
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
二
書
が
共
に
満
洲

語
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
三
節
は
、『
音

韻
闡
微
』
の
問
題
を
扱
う
。
康
熙
五
四
年
、
康
熙
帝
は
満
洲
語
、
満
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洲
文
字
に
精
通
し
た
李
光
地
ら
に
「
国
書
合
声
之
法
」
を
用
い
た
新

し
い
韻
書
の
作
成
を
命
じ
、
雍
正
四
年
に
『
音
韻
闡
微
』
一
八
巻
が

完
成
す
る
。『
音
韻
闡
微
』
は
、
表
音
文
字
で
あ
る
満
洲
文
字
を
参

考
に
、
現
実
音
と
の
乖
離
の
激
し
い
『
広
韻
』
系
の
反
切
に
改
良
を

加
え
、
反
切
上
下
字
の
介
音
、
声
調
を
同
一
に
な
る
様
に
変
更
し
て

い
る
。
し
か
し
、
今
韻
と
古
音
が
一
致
す
る
様
に
こ
の
原
則
を
歪
め

て
い
る
例
も
あ
る
。
李
光
地
は
顧
炎
武
『
音
学
五
書
』
の
説
を
受
け

て
、
漢
語
の
古
音
が
「
胡
音
、
夷
狄
」
の
影
響
を
受
け
て
変
質
し
た

こ
と
を
認
め
、
三
代
古
音
の
復
興
を
理
想
と
す
る
が
、
異
民
族
王
朝

清
朝
に
仕
え
る
臣
下
と
し
て
、
天
下
に
蔓
衍
す
る
「
国
音
、
国
字
」

に
対
し
て
は
矛
盾
し
た
立
場
に
あ
っ
た
。
第
四
節
は
、
李
光
地
の
直

面
し
た
問
題
が
元
朝
に
す
で
に
存
在
し
、
李
光
地
も
そ
れ
に
習
っ
て
、

「
天
地
元
音
」
と
い
う
民
族
と
固
有
の
言
語
を
超
越
し
た
観
念
を
用

い
本
質
的
な
問
題
を
避
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
音
韻
闡

微
』
は
、
始
め
て
多
言
語
を
背
景
と
し
て
作
成
さ
れ
た
官
韻
で
あ
り
、

漢
語
の
地
位
を
相
対
化
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
満
洲
文
字
と
い
う
異

民
族
の
文
字
を
応
用
し
た
韻
書
で
あ
っ
た
。
一
方
、
江
南
に
あ
っ
た

清
朝
考
証
学
を
代
表
す
る
言
語
学
者
た
ち
（
顧
炎
武
、
銭
大
昕
、
段
玉

裁
、
王
念
孫
、
王
引
之
）
は
、「
国
語
、
国
字
」
問
題
に
は
冷
淡
で
あ

っ
た
。

　

第
十
章
は
、
清
朝
宮
廷
に
お
い
て
、
ど
の
地
方
の
方
言
音
が
最
も

正
し
く
権
威
性
の
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
、
宮
廷
の

様
々
な
儀
礼
に
お
い
て
号
令
を
発
す
る
鴻
臚
寺
の
官
吏
た
ち
の
出
身

地
域
を
調
査
す
る
こ
と
で
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
の
ま
と
め

に
よ
れ
ば
、（
一
）
明
代
正
統
年
間
、
入
声
を
消
失
し
た
「
北
音
」

が
標
準
言
語
の
地
位
を
え
た
。（
二
）
清
朝
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
、
順
治

帝
の
時
期
に
は
、
満
洲
人
は
基
本
的
に
遼
東
、
幽
燕
一
帯
の
漢
語
を

学
び
、
そ
れ
を
満
洲
語
漢
語
対
訳
の
標
準
言
語
と
し
て
い
た
。
康
熙

年
間
に
な
る
と
宗
室
の
構
成
員
及
び
満
洲
人
官
僚
は
満
洲
語
漢
語
二

言
語
使
用
の
能
力
を
獲
得
す
る
。
一
方
、
清
代
初
期
の
鴻
臚
寺
は
、

明
代
宮
廷
の
標
準
言
語
観
念
を
受
け
継
ぎ
、
直
隷
、
山
東
、
山
西
、

河
南
四
省
の
「
中
原
雅
音
」
を
正
音
と
定
め
た
。
乾
隆
一
七
年
に
な

り
、
直
隷
音
（
遼
東
、
幽
燕
官
話
の
後
裔
）
が
「
中
原
雅
音
」
に
取
っ

て
代
わ
り
鴻
臚
寺
の
正
音
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
清
朝

朝
廷
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
、
漢
人
全
体
の
標
準
語
音
で
は
な
い
。

（
三
）「
北
音
」
は
多
く
の
伝
統
的
音
類
の
区
別
を
消
失
し
た
た
め
、
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明
清
の
江
南
士
大
夫
に
は
重
視
さ
れ
ず
、
積
極
的
な
学
習
の
対
象
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
「
南
音
」
こ
そ
が
正
当
な
標

準
官
話
で
あ
っ
た
。
利
瑪
竇
ほ
か
宣
教
師
た
ち
が
南
京
話
を
重
視
し

た
の
も
、
南
方
士
大
夫
の
正
音
観
念
の
反
映
で
あ
ろ
う
。（
四
）
南

人
は
北
京
へ
の
官
僚
と
し
て
の
赴
任
に
よ
っ
て
北
京
官
話
と
接
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
江
南
の
有
力
家
庭
に
お
け
る
北
京
官
話
の
勢
力
は
次

第
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
人
は
、
順
天
府
試
、
郷
試
で
戸

籍
を
偽
っ
て
替
え
玉
受
験
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
北
京
語
の
拡
散
現

象
、
権
威
性
の
拡
大
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
京
語

の
勢
力
拡
大
は
、
口
語
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
科
挙
が
要
求
す
る
能

力
は
原
則
と
し
て
自
己
の
方
言
音
に
よ
る
読
書
に
基
づ
き
、
官
話
を

学
ぶ
必
要
は
な
か
っ
た
。

　

第
十
一
章
は
、
官
話
の
制
度
化
を
論
ず
る
。
口
頭
言
語
の
規
範
化

は
、
唐
代
吏
部
試
に
「
身
言
書
判
」
と
し
て
六
朝
貴
族
の
口
頭
言
語

が
要
求
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
が
、
標
準
語
の
能
力
は
官
吏
の
必
要
条

件
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
地
域
間
の
大
き
な
方
言
差
の
存
在

は
、
必
然
的
に
行
政
、
通
商
の
面
で
橋
渡
し
言
語
の
存
在
を
必
要
と

し
、
明
代
に
な
る
と
官
話
が
形
成
さ
れ
た
。
第
一
節
で
は
、
非
漢
族

地
域
に
お
け
る
現
地
権
力
者
に
よ
る
間
接
統
治
か
ら
、
清
朝
官
僚
に

よ
る
直
接
統
治
へ
変
更
す
る
「
改
土
帰
流
」
政
策
を
論
ず
る
。
雍
正

年
間
、
雲
南
、
貴
州
地
域
で
大
規
模
な
「
改
土
帰
流
」
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
官
話
が
教
育
、
行
政
の
言
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
西
南
地
域
で
は
母
語
と
官
話
の
二
重
言
語
状
態
が
出

現
し
た
。
こ
れ
は
上
か
ら
の
官
話
普
及
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、
地

方
漢
人
側
か
ら
の
官
話
習
得
問
題
を
論
ず
る
。
清
朝
で
は
明
の
制
度

を
受
け
て
、
官
僚
に
は
出
身
地
域
を
避
け
て
任
官
さ
せ
る
と
い
う

「
回
避
」
の
制
度
が
行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
官
僚
は
自
己
の
母

方
言
と
と
も
に
標
準
語
で
あ
る
官
話
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
あ
る
程
度
赴
任
地
の
方
言
に
も
精
通
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
清
朝
の
地
方
志
に
方
言
語
彙
の
収
録
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
反
映

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
京
に
勤
務
す
る
官
僚
は
、
北
京
官
話
の
習

得
も
必
要
で
あ
っ
た
。
第
三
節
は
、
福
建
、
広
東
地
域
に
お
け
る
官

話
を
論
ず
る
。
中
央
集
権
の
た
め
の
言
語
政
策
、
任
官
に
あ
た
っ
て

の
官
話
の
要
求
は
順
調
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
満
洲

族
王
朝
と
し
て
の
清
朝
は
、
直
接
支
配
の
具
現
と
し
て
の
官
話
の
普

及
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
多
言
語
社
会
と
し
て
の
清
朝
は
正
確
な
翻
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訳
の
必
要
性
か
ら
、
漢
族
の
規
範
的
言
語
と
し
て
の
官
話
を
要
求
し

た
。
雍
正
六
年
内
府
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
音
韻
闡
微
』
の
「
正
音
」

基
準
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
政
策
は
北

京
官
話
と
の
方
言
差
の
激
し
い
福
建
、
広
東
地
域
で
は
停
滞
し
、
乾

隆
年
間
に
は
官
話
普
及
の
政
策
は
撤
回
さ
れ
る
。
第
四
節
は
北
京
官

話
の
制
度
化
を
論
じ
る
。
清
朝
は
、（
一
）
満
漢
翻
訳
、
蒙
漢
翻
訳

に
お
け
る
正
確
な
表
記
の
必
要
性
、（
二
）
多
民
族
・
多
言
語
社
会

に
お
け
る
言
語
問
題
の
混
乱
を
少
な
く
す
る
必
要
性
か
ら
、
官
話
、

官
音
規
範
の
固
定
化
に
熱
心
で
あ
っ
た
。（
一
）
の
為
に
満
漢
対
照

の
正
音
書
が
編
纂
さ
れ
た
が
、
旗
人
以
外
に
は
規
範
と
な
り
得
な
か

っ
た
。
ま
た
、（
二
）
の
為
に
、
雍
正
四
年
『
聖
諭
広
訓
直
解
』
が

刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
雍
正
帝
『
聖
諭
広
訓
』
の
官
話
訳
解
本
で
、

官
話
の
模
範
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
雍
正
朝
以
降
、
官
話
は
規
範

化
さ
れ
た
。
清
朝
は
字
音
規
範
と
し
て
の
『
音
韻
闡
微
』
以
外
に
は
、

官
話
の
音
系
に
つ
い
て
の
書
物
を
編
纂
し
て
お
ら
ず
、
現
在
ま
で
伝

わ
る
「
正
音
書
」
は
い
ず
れ
も
民
間
の
編
纂
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

清
代
の
正
音
は
『
音
韻
闡
微
』
に
示
さ
れ
た
読
書
音
で
、
決
し
て
現

実
の
特
定
の
地
域
の
口
頭
音
で
は
な
か
っ
た
。
第
五
節
は
、
言
語
資

本
と
し
て
の
官
話
を
論
じ
る
。
清
朝
に
お
い
て
、
北
京
官
話
は
官
僚

世
界
に
お
け
る
重
要
な
言
語
資
本
で
あ
り
、
口
語
「
正
音
」
と
し
て

機
能
し
た
。
し
か
し
、
文
字
中
心
の
科
挙
に
お
い
て
は
、
清
朝
に
お

け
る
官
韻
が
如
何
な
る
現
実
の
方
言
音
に
も
準
拠
し
な
い
虚
構
の
枠

組
み
で
あ
っ
た
た
め
、
む
し
ろ
東
南
方
言
地
域
の
も
の
に
有
利
で
あ

り
、
方
言
音
で
の
受
験
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味

で
、
文
字
と
方
言
は
強
固
な
つ
な
が
り
を
有
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

清
末
以
降
、
科
挙
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
西
学
教
育
の
も
と
で
官
話
の

一
元
化
が
改
め
て
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
は
方
言
を
基
盤
と
し
た
伝
統

的
学
術
体
系
の
地
域
性
の
解
体
を
意
味
し
た
。

　

第
十
二
章
は
、
戊
戌
の
変
法
（
光
緒
二
四
年
、
一
八
九
八
年
）
期
を

論
ず
る
。
こ
の
時
期
は
、
政
治
的
な
意
味
の
み
な
ら
ず
、
近
代
文
語

史
に
お
い
て
も
、
次
の
三
点
で
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。（
一
）
科

挙
に
お
い
て
、
八
股
文
（
時
文
）
が
廃
止
さ
れ
、
古
文
の
策
、
論
に

置
き
換
え
ら
れ
た
。（
二
）『
馬
氏
文
通
』
の
刊
行
。（
三
）
厳
復

『
天
演
論
』
の
刊
行
。
第
一
節
は
、
八
股
文
廃
止
に
伴
う
混
乱
状
態

を
叙
述
す
る
。
科
挙
の
合
格
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
も
っ
た
八

股
文
の
廃
止
は
、
古
文
参
考
書
の
流
行
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
古
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文
の
習
得
の
困
難
さ
、
外
来
思
想
の
混
入
の
危
険
性
な
ど
古
典
的
文

化
全
体
の
危
機
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
節
は
、

中
国
最
初
の
系
統
的
中
国
語
文
法
書
『
馬
氏
文
通
』
が
、
当
時
の
同

文
館
（
外
国
語
専
門
学
校
）
の
学
生
が
、
外
国
語
の
高
度
な
読
解
能
力

ば
か
り
か
、
十
分
な
中
国
古
典
文
作
文
能
力
を
も
欠
く
現
状
に
対
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
品
詞
の
区
分
、
格
の
設
定
な
ど

ラ
テ
ン
語
文
法
の
範
疇
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
と
の
批
判
を
受
け

て
き
た
が
、
実
際
に
は
在
来
型
批
評
用
語
を
用
い
た
統
語
の
説
明
な

ど
明
ら
か
な
土
着
的
要
素
も
認
め
ら
れ
、
古
文
を
書
く
た
め
の
文
法

書
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
二
〇
世
紀
初
頭
に
作
文
教
育
の
場
で

非
常
に
流
行
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
三
節
は
、
厳
復
『
天
演
論
』

が
「
信
、
達
、
雅
」
の
三
原
則
を
掲
げ
た
、
当
時
の
読
書
人
に
と
っ

て
読
む
に
た
え
る
質
の
翻
訳
文
で
あ
っ
た
が
、
白
話
文
学
を
提
唱
す

る
梁
啓
超
の
批
判
に
対
し
て
は
、
そ
れ
以
上
の
通
俗
化
を
否
定
し
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
四
節
は
、
戊
戌
の
変
法
以
降
を
論
じ
る
。
光

緒
二
四
年
の
八
股
文
廃
止
の
上
諭
に
始
ま
る
文
章
の
転
回
は
止
ま
る

こ
と
な
く
続
き
、
非
正
統
の
思
潮
と
文
体
は
、
か
つ
て
張
之
洞
の
危

惧
し
た
通
り
、
読
書
人
の
世
界
へ
と
浸
透
し
、
民
国
八
年
に
完
成
し

た
『
辞
源
』
に
収
録
さ
れ
た
語
彙
に
お
い
て
は
、
す
で
に
張
之
洞
の

言
う
「
清
真
雅
正
」
と
い
う
八
股
文
を
基
準
と
し
た
言
語
規
制
は
姿

を
消
し
て
い
た
。

　

第
十
三
章
は
、
従
来
の
議
論
が
、
民
国
時
代
の
文
学
革
命
を
書
記

言
語
に
偏
っ
て
論
じ
て
き
た
の
に
対
し
、
口
頭
言
語
に
お
け
る
文
学

革
命
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
は
、
文
学
革
命
が
、「
音
」

を
無
視
し
て
「
字
」
の
共
通
性
を
強
調
す
る
「
目
の
文
学
革
命
」
で

あ
っ
た
点
、
演
劇
、
放
送
等
の
音
声
メ
デ
ィ
ア
の
進
展
に
伴
っ
て
、

必
然
的
に
「
耳
」
の
た
め
の
言
語
と
文
体
の
創
造
「
耳
の
文
学
革

命
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
点
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
は
、
清

末
の
「
官
話
」
か
ら
民
国
の
「
国
語
」
へ
の
変
化
を
論
ず
る
。
清
末

の
官
話
は
、
使
用
者
層
の
点
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
、
社
会
階
層
的
、
地

域
的
に
大
き
な
偏
り
を
有
す
る
、
整
っ
た
言
語
規
範
を
欠
く
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
中
華
民
国
成
立
後
の
言
語
政
策
は
、
性
、
社
会
階
層

の
区
別
を
取
り
払
い
、
規
範
を
定
め
た
近
代
的
「
国
語
」
を
求
め
る

方
向
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
最
初
の
試
み
が
民
国
八
年
の
旧
「
国

音
」
制
定
で
あ
り
、「
多
様
な
方
言
字
音
＝
漢
字
」
を
「
一
つ
の
国

音
＝
漢
字
」
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
旧
国
音
は
各
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方
言
間
の
折
衷
的
人
工
的
体
系
で
、
民
国
二
一
年
に
な
っ
て
や
っ
と

北
京
人
の
発
音
を
標
準
と
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実

際
は
、
各
地
の
方
言
と
官
話
が
不
十
分
に
融
合
し
た
、
誰
も
が
不
満

を
感
じ
る
清
末
以
来
の
「
藍
青
官
話
」
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
学

校
教
育
の
場
で
可
能
で
あ
っ
た
の
は
「
目
の
文
学
革
命
」
の
普
及
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
第
三
節
は
、
一
九
二
六
年
前
後
に
起
こ
っ
た
「
耳

の
文
学
革
命
」
を
論
ず
る
。
西
洋
、
日
本
に
由
来
す
る
新
式
教
育
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
暗
誦
中
心
の
教
育
か
ら
「
話
し
方
」
の

方
に
注
意
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
語
を
効
果

的
に
話
す
技
術
に
は
伝
統
が
な
く
、
新
た
な
探
求
が
必
要
と
な
り
、

外
国
の
演
説
技
術
指
導
書
が
手
引
き
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況
の
転
機

と
な
っ
た
の
が
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
三
〇
年
代
な
か
ば

に
か
け
て
の
、
西
洋
近
代
演
劇
理
論
の
体
系
的
受
容
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
開
始
、
中
国
語
ト
ー
キ
ー
映
画
の
製
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
耳
の

文
学
革
命
」
に
つ
い
て
は
、
意
識
的
な
宣
言
書
が
な
く
、
区
切
り
と

す
る
年
を
定
め
が
た
い
点
、
国
民
国
家
形
成
の
意
思
を
背
景
と
し
て

お
り
、「
目
の
文
学
革
命
」
の
よ
う
に
民
族
文
化
で
あ
る
「
文
言
」

使
用
者
か
ら
の
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
点
が

指
摘
さ
れ
る
。
第
四
節
は
、
趙
元
任
と
い
う
一
〇
年
に
わ
た
る
在
米

生
活
を
終
え
て
帰
国
し
た
言
語
学
者
の
活
動
を
通
じ
て
、「
自
然
」

な
国
語
の
形
成
を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
趙
元
任
は
演
劇
の
素
養

を
有
し
、
西
洋
演
劇
の
中
国
語
で
の
上
演
に
関
わ
り
、「
耳
の
文
学

革
命
」
に
対
し
て
三
つ
の
大
き
な
貢
献
を
す
る
。
一
つ
は
口
語
語
法

の
研
究
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
文
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
描
写
で

あ
り
、
三
つ
目
は
、
放
送
の
手
引
き
の
編
纂
で
、
放
送
に
携
わ
る
者

の
た
め
に
「
耳
」
で
聞
く
中
国
語
に
つ
い
て
の
注
意
点
を
ま
と
め
た

点
で
あ
る
。
著
者
は
こ
う
し
た
活
動
の
背
後
に
中
国
語
の
表
記
法
を

ロ
ー
マ
字
化
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
第
五

節
は
、
抗
日
戦
争
以
後
の
状
況
を
扱
う
。
抗
日
戦
争
、
国
共
内
戦
以

後
、
国
語
は
全
国
の
農
村
に
浸
透
し
て
行
っ
た
。「
目
の
文
学
革

命
」「
耳
の
文
学
革
命
」
を
完
成
形
態
へ
と
推
し
進
め
た
の
は
、
文

化
大
革
命
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
が
動
員
さ
れ
て
規
範
的
言

語
が
国
民
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
。

　

終
章
は
、
中
原
雅
音
の
歴
史
を
南
宋
に
お
け
る
始
ま
り
か
ら
、
近

代
ま
で
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
は
、「
中
国
」
と
い
う

意
識
と
南
宋
音
韻
学
の
関
係
を
論
ず
る
。
葛
兆
光
は
、「
中
国
」
意



─ 151─

書　
　
　

評

識
が
南
宋
に
お
い
て
突
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
討
し
、
華
夷

観
念
の
変
化
を
、
実
際
的
策
略
の
段
階
か
ら
、
想
像
の
秩
序
の
段
階

へ
の
変
化
、
制
度
上
の
見
下
し
の
段
階
か
ら
、
想
像
世
界
で
の
自
慰

行
為
の
段
階
へ
の
変
化
と
ま
と
め
て
い
る
。
著
者
は
、
中
原
雅
音
を
、

音
韻
学
史
上
に
お
け
る
こ
の
例
証
に
あ
た
る
も
の
と
す
る
。
中
原
雅

音
の
展
開
は
、
南
宋
・
毛
晃
、
毛
居
正
『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』
の

段
階
で
は
、
系
統
的
な
説
明
が
な
く
、
地
理
分
布
に
つ
い
て
も
述
べ

て
い
な
い
が
、
元
・
孔
斉
『
至
正
直
記
』
に
お
い
て
地
理
的
範
囲
が

確
定
し
、
元
・
黄
公
紹
、
熊
忠
『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
段
階
で
、
雅

音
と
呉
音
を
区
別
し
、
明
・
宋
濂
『
洪
武
正
韻
』
に
お
い
て
、
中
原

雅
音
は
決
定
版
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
人
が
理
解
可
能
な
「
正

音
」
と
な
っ
た
。
隋
・
陸
法
言
『
切
韻
』
は
、
南
北
朝
五
家
の
韻
書

を
選
択
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
唐
代
に
お
い
て
は
権
威
を
持
っ
た

が
、
唐
代
の
語
音
の
変
異
に
よ
っ
て
北
方
標
準
音
か
ら
次
第
に
乖
離

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
科
挙
の
基
準
と
な
る
韻
書
と
し
て
、
北
方

人
の
語
感
と
一
致
せ
ず
、
科
挙
に
お
い
て
北
方
人
が
不
利
に
な
っ
た
。

天
宝
年
間
に
す
で
に
こ
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
、
晩
唐
に
は
洛
陽
音
で

韻
書
を
作
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
五
代
、
北
宋
に
お
い
て

は
、
賛
同
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
北
宋
の
都
汴
京
が
陥
落
し
、

河
南
地
域
が
金
朝
統
治
下
で
異
国
異
俗
化
し
た
こ
と
で
、
南
渡
し
た

漢
人
は
文
化
的
故
郷
と
図
書
文
物
の
喪
失
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
危
機
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、「
純
中
原
性
」
非
物
質
文

化
資
源
と
し
て
の
汴
洛
音
（
南
宋
の
都
臨
安
の
杭
州
音
が
そ
れ
を
受
け
継

ぐ
）
の
地
位
が
高
ま
り
、
明
代
に
は
江
南
知
識
人
の
共
通
理
解
と
な

る
。
実
際
に
は
臨
安
に
お
け
る
汴
洛
音
の
存
続
は
困
難
で
、
第
二
世

代
は
す
で
に
呉
語
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
第
二
節
は
、
韻
書
の
理
学

化
を
論
じ
る
。
宋
代
の
儒
学
は
、
秦
漢
か
ら
五
代
ま
で
の
儒
学
を
否

定
し
た
が
、
音
韻
学
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
存
在
し
た
（
北

宋
・
邵
古
『
正
音
』、
北
宋
・
邵
雍
『
皇
極
経
世
・
声
音
唱
和
圖
』）。
南
宋
、

元
、
明
に
お
け
る
も
っ
と
も
影
響
の
大
き
な
古
音
説
は
朱
熹
の
詩
論

で
あ
っ
た
が
、
同
時
期
の
毛
晃
、
毛
居
正
『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』

に
も
同
様
の
見
解
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
古
人
、
古
聖

賢
」
の
用
字
、
用
韻
を
正
し
い
と
す
る
『
切
韻
』
批
判
で
あ
る
。
葛

兆
光
は
朱
熹
の
思
想
的
意
義
を
（
一
）
経
典
解
釈
、（
二
）
歴
史
の

再
構
築
、（
三
）
思
想
の
世
俗
化
の
三
点
に
整
理
し
た
が
、
韻
書
の

理
学
化
と
い
う
側
面
で
は
、（
一
）
は
韻
図
構
造
の
分
析
、（
二
）
は
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三
代
秦
漢
古
音
韻
例
の
観
察
、（
三
）
は
官
韻
の
束
縛
を
離
れ
て
中

原
音
に
基
づ
き
音
系
を
調
整
し
た
こ
と
に
相
当
す
る
。
こ
れ
が
「
中

原
雅
音
」
の
確
立
へ
と
繋
が
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
北
宋
・
邵
古
、
邵

雍
父
子
を
濫
觴
と
し
、
南
宋
・
毛
晃
、
毛
居
正
父
子
に
よ
っ
て
定
型

が
完
成
し
、
元
・
黄
公
紹
、
熊
忠
『
古
今
韻
会
挙
要
』
に
よ
っ
て
転

変
し
、
明
・
宋
濂
等
『
洪
武
正
韻
』
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
一
四
世
紀
の
『
中
原
音
韻
』
を
代
表
と
す
る
北
曲
の
音
系
か
ら

商
周
の
雅
頌
を
再
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
々

は
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
想
像
し
て
お
り
、「
中
原
雅
音
」
は
当
時

の
天
下
通
行
音
と
い
う
理
想
化
さ
れ
た
音
系
で
も
あ
っ
た
。
元
朝
で

は
北
方
話
が
朝
廷
通
行
の
権
威
あ
る
公
用
言
語
に
な
り
、
想
像
上
の

「
中
原
雅
音
」
は
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
。
第
三
節
は
、
近
代
に
お

け
る
問
題
を
扱
う
。
韻
書
の
理
学
化
以
前
は
、
南
北
方
音
の
差
を
自

然
地
理
か
ら
説
明
し
て
お
り
、『
切
韻
』
系
韻
書
に
お
い
て
は
南
北

方
音
に
価
値
判
断
を
下
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
晩
清
中
国
に
な

る
と
、
西
洋
か
ら
国
民
国
家
、
国
語
の
観
念
が
流
入
し
、
標
準
音
問

題
が
出
現
し
た
。
清
朝
宮
廷
に
お
い
て
は
北
京
話
、
北
京
官
話
が
標

準
音
で
あ
っ
た
が
、
章
炳
麟
は
『
訄
書
』
方
言
の
中
で
、
新
首
都
を

武
昌
、
正
音
を
湖
広
話
と
主
張
し
た
。
抗
日
戦
争
か
ら
内
戦
の
時
期

に
は
周
祖
謨
、
陳
寅
恪
が
汴
洛
音
に
注
目
し
た
が
、
中
華
人
民
共
和

国
成
立
後
、
王
力
は
北
京
語
を
標
準
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

以
上
、
章
ご
と
に
簡
潔
に
内
容
を
ま
と
め
た
。
必
ず
し
も
著
者
の

意
に
そ
う
ま
と
め
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
誤
解
を
ふ
く
む

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
点
は
ご
容
赦
願
い
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
章
は
非
常
に
豊
か
な
内
容
を
有
し
て
い
る
の
で
、
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
ぜ
ひ
原
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
第
四
、
十

一
、
十
二
、
十
三
章
に
は
日
本
語
論
文
が
存
在
す
る
。

　

収
録
さ
れ
た
論
文
は
、
時
期
的
に
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
執
筆
さ

れ
た
第
二
、
三
、
四
章
と
基
本
的
に
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
二
つ

に
別
れ
、
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
間
に
は
、
著
者
の
言
語
観
に
変
化
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
例
え
ば
、
第
四
章
は
最
も
早
く
執
筆
さ
れ
た
論

文
で
あ
り
、
著
者
の
問
題
意
識
の
出
発
点
が
よ
く
わ
か
る
論
考
で
あ

る
が
、
中
国
の
方
言
を
南
北
二
方
言
に
分
か
ち
、
二
項
対
立
的
概
念

設
定
か
ら
論
理
を
進
め
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
の
二
項
対
立
的
思
考

で
は
必
ず
し
も
問
題
を
う
ま
く
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
が
最
終
的
に

①
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明
ら
か
に
な
る
。
北
方
方
言
が
あ
る
程
度
の
均
一
的
な
ま
と
ま
り
を

形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
南
方
方
言
は
内
部
の
諸
方
言
間
の
差
異

を
捨
象
し
て
、
北
方
方
言
に
対
立
す
る
者
と
し
て
意
図
的
に
均
質
化

し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
存
在
し
、
著
者
の
詳
細
な

検
討
に
よ
っ
て
む
し
ろ
そ
の
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
執
筆
さ
れ
た
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
前

言
は
、
漢
語
の
特
徴
の
既
存
の
説
明
が
、
他
の
諸
言
語
に
も
当
て
は

ま
り
、
漢
語
の
固
有
性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘

に
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
政
治
的
、
歴
史
的
境
界
と
言

語
的
境
界
を
区
別
し
、
現
在
の
我
々
の
言
語
に
対
す
る
見
方
が
前
者

に
属
す
る
国
民
国
家
的
境
界
に
影
響
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、

必
ず
し
も
言
語
の
実
際
の
様
態
に
沿
っ
た
区
分
で
は
な
い
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
方
言
と
い
う
呼
称
、
領
域
認
定
の
問
題
と
も

繋
が
っ
て
い
る
。
漢
語
の
外
延
は
、
現
存
の
境
界
を
は
み
出
し
て
広

が
っ
て
お
り
、
現
存
の
境
界
認
識
は
、
歴
史
的
形
成
物
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
の
中
で
最
も
興
味
深

い
内
容
で
あ
る
「
中
原
雅
音
」
形
成
史
に
つ
い
て
の
論
考
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
言
語
の
表
象
は
優
れ
て
政
治
的
、
文
化
的
偏
差
を
含

む
も
の
で
あ
る
こ
と
の
例
証
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
全
く
新
し

い
問
題
意
識
か
ら
、
通
史
的
に
漢
語
と
社
会
制
度
の
関
係
を
論
じ
た

作
品
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
対
し
て
資
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
で

あ
る
。

　

著
者
は
中
国
言
語
学
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
本
書
は
隣
接
す
る
諸

分
野
に
と
っ
て
も
意
義
が
大
き
い
。
例
え
ば
、「
中
原
雅
音
」
形
成

史
に
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
古
詩
と
そ
の
押
韻
規
範
の
問
題
は
、
中

国
古
典
文
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
古
詩

の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
に
つ
い
て
、
押
韻
規
範
を
含
め
て
通
時
代
的
に
論

じ
る
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
人
類
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
出
発
し

た
現
生
人
類
が
世
界
拡
散
し
て
い
く
過
程
を
考
え
る
。
そ
の
途
上
で

言
語
が
獲
得
さ
れ
、
拡
散
、
隔
離
、
分
化
の
過
程
を
辿
っ
て
現
在
の

人
類
の
言
語
分
布
へ
と
繋
が
っ
て
行
く
。
東
ア
ジ
ア
に
広
が
る
言
語

に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
人
類
の
拡
散
と
並
行
し
て
言

語
分
布
が
成
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
語
内
部
の
方
言
分

化
の
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
は
語
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
本
書
前
半

の
議
論
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
考
え
る
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
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お
く
べ
き
論
点
で
あ
る
と
思
え
る
。
ま
た
、
我
々
は
、
結
果
と
し
て

の
現
状
の
言
語
分
布
を
参
考
に
過
去
を
考
え
る
し
か
な
い
の
で
あ
る

が
、
現
在
は
漢
語
の
優
勢
分
布
領
域
で
あ
る
華
中
、
華
南
地
域
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
少
数
民
族
言
語
が
実
際
に
は
広
く
そ
し
て
離
散
的

に
分
布
し
て
お
り
、
漢
語
が
優
勢
と
な
る
以
前
の
状
態
は
も
っ
と
広

く
少
数
民
族
言
語
が
分
布
し
て
い
た
状
態
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
つ
と
、
漢
語
の
内
部
に
は
常
に
外
部
と

し
て
の
多
言
語
が
存
在
し
、
政
治
的
、
経
済
的
状
況
か
ら
同
化
の
問

題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
漢
語
方
言
内
部
の
同
化

の
問
題
と
も
並
行
し
て
お
り
、
著
者
の
始
め
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拡
大

し
、
今
後
、
詳
細
な
検
討
の
行
わ
れ
る
べ
き
分
野
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

�

（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
八
月
、
三
二
五
頁
）

註①　

第
四
章
は
、「
唐
宋
期
に
お
け
る
科
挙
制
度
変
革
の
方
言
的
背
景

（
第
二
稿
）
─
科
挙
制
度
と
中
国
語
史　

第
6
─
」（
岩
田
礼
編
『
平

成
1
─
3
年
度
科
学
研
究
費
総
合
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書　

漢

語
諸
方
言
の
総
合
的
研
究
』
第
一
分
冊
、
一
九
九
二
年
）、
第
十
一
章

は
、「
制
度
化
さ
れ
る
清
代
官
話　

─
科
挙
制
度
と
中
国
語
史
第
八
─
」

（
高
田
時
雄
編
『
明
清
時
代
の
音
韻
学
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

二
〇
〇
一
年
）、
第
十
二
章
は
、「
光
緒
二
十
四
年
の
古
文
」（『
古
典
学

の
現
在
』
第
二
冊
、
二
〇
〇
一
年
）、
第
十
三
章
は
、「
目
の
文
学
革

命
・
耳
の
文
学
革
命　

─
一
九
二
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
聴
覚
メ
デ
ィ

ア
と
「
国
語
」
の
実
験
─
」（
京
都
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学

報
』
第
五
十
八
冊
、
一
九
九
九
年
）。
第
十
三
章
は
、
日
本
語
版
の
方

が
内
容
が
多
く
、
本
書
所
収
の
中
国
語
版
は
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。




